
編 年 月 日 種別 タイトル 著者名 ページ 備考
1 1883 10 時説 島地黙雷 1 発行人：山本貫通　編輯人：水渓智応　発行所：　東京芝区

公園地第61号内　無外書房

1 1883 10 差別平等説 島地黙雷 3
1 1883 10 心の本体 原坦山 13
1 1883 10 教原 原坦山 15
1 1883 10 不易の理 原坦山 16
1 1883 10 十二縁 原坦山 17
1 1883 10 精神世界 原坦山 19
1 1883 10 万方唯心 原坦山 22
1 1883 10 偶像説 原坦山 23
1 1883 10 致知学原始 渥美契縁 24
1 1883 10 埃及人動物を奉ずるの説 石川舜台 27
1 1883 10 同附説 島地黙雷 30 同＝前文の石川の『埃及人動物を奉ずるの説』
1 1883 10 三世因果の説 赤松連城 32
1 1883 10 六道輪廻の説 赤松連城 33
1 1883 10 真宗大意略説 赤松連城 34
1 1883 10 天地は有情の業感に由て成るということ(随筆) 秋月橘門 36
1 1883 10 妬み羨むということ 秋月橘門 36 雑誌内で題名が『妬み羨むという事』
1 1883 10 生寄死帰ということ 秋月橘門 37 雑誌内で題名が『生寄死帰という事』
1 1883 10 精神不消滅のこと 秋月橘門 37 雑誌内で題名が『精神不消滅の事』
1 1883 10 因果乗除のこと 秋月橘門 38 雑誌内で題名が『因果乗除の事』
1 1883 10 老圃問答 秋月橘門 39
1 1883 10 僧は民間主教者のこと 秋月橘門 39 雑誌内で題名が『僧は民間主教者の事』
1 1883 10 神葬祭のこと 秋月橘門 40 雑誌内で題名が『神葬祭の事』
1 1883 10 通偈誡 福田行誡 40
1 1883 10 性遮二戒弁 辻顕高 48
1 1883 10 一字の宝 瀧谷琢宗 52
1 1883 10 新年の祠 大内青巒 54 雑誌内で題名が『新年の詞(明教新誌)』
1 1883 10 苦楽何の処よりか来る 大内青巒 56 雑誌内で題名が「苦楽何処より来る」
1 1883 10 万物の活動は二而不二 神原精二 58 雑誌内で題名が「万物の活動は二にして不二」
1 1883 10 因果法爾の説 古谷覚寿 60
1 1883 10 人権論 鳥尾得菴 62 1と2に分かれている
1 1883 10 復活新話 66 雑誌内で島地縮堂という表記
1 1883 10 雑録 詩歌文数章
1 1883 10 雑録 破邪顕正論序 鳥尾得庵 76
1 1883 10 雑録 大日本大蔵経縁起略序 華頂山徹定 77
1 1883 10 雑録 法海一瀾序 秋月橘門 77
1 1883 10 雑録 吾心篇并引 法界遺逸郎原坦山 78
1 1883 10 雑録 甲戌秋日作于古竹園 五岳 78
1 1883 10 雑録 詠海 原坦山 80
1 1883 10 雑録 読天主教書 80
1 1883 10 雑録 　　玉島円通寺 榊原精二 80
1 1883 10 雑録 　　梅 福田行誡 80
1 1883 10 雑録 　　霞 80
1 1883 10 雑録 　　意馬 80
1 1883 10 雑録 　　歳のはしめに 等象斎　佐田介石 80
1 1883 10 雑録 　　惜歳暮 協日煕 80
2 1883 12 器説 島地黙雷 1
2 1883 12 利他の行なき者は人に非ざるの説 島地黙雷 5 共存同衆の会場に於て演説
2 1883 12 共信説 島地黙雷 9 共信社員の需に応す
2 1883 12 自愛論 島地黙雷 11
2 1883 12 修行の要旨 原坦山 13
2 1883 12 平常説 大内青巒 16
2 1883 12 年号説 大内青巒 18
2 1883 12 心身の関係 大内青巒 20
2 1883 12 仏涅槃年代考 笹原研寿 27 在英国の表記
2 1883 12 寄揚仁山書 南條文雄 30 英国留学生の表記
2 1883 12 解惑一章 今立吐醉 35 在米国費府の表記
2 1883 12 内外四種の交際 阿満得聞 37
2 1883 12 歳寒窓放言六則 虞澗老人 41 (漫筆)、江州覚成寺虞淵老人遺稿の表記
2 1883 12 精進のこと 石村貞一 46 精進の事
2 1883 12 琇宏教正の請に依て部内の諸徳に示す文 福田行誡 46 増上寺の表記
2 1883 12 接待偶談 福田行誡 48 和敬会員　縁山沙門福田行誡述の表記
2 1883 12 因明大意 高志大了 50 和敬会員　高志大了講述の表記
2 1883 12 和敬会目的 溪口一藏 54
2 1883 12 五戒という事 秋月橘門 57 雑誌内で題名が『五戒と云う事』　橘門居士の表記
2 1883 12 托鉢の説 瀧谷琢宗 59 和敬会員　瀧谷琢宗演説の表記
2 1883 12 禁菓を食せるを以て原罪とするの非を論ず 島地黙雷 63
2 1883 12 耶和華小評 石川舜台 69～
2 1883 12 第一摩西の書を評す 石川舜台 69
2 1883 12 第二神語に拠て其質を評す 石川舜台 71
2 1883 12 第三行為に拠て評す 石川舜台 74
2 1883 12 雑録 読華盛頓伝 原鶴巣 77
2 1883 12 雑録 福田会育児院祈願式祝詞 新居日薩 77
2 1883 12 雑録 大坂四天王寺太子堂慶讃疏 養鸕徹定 78
2 1883 12 雑録 王法論跋 鳥尾得庵 79
2 1883 12 雑録 掩土法語 今北洪川 79
2 1883 12 雑録
2 1883 12 詩歌 元旦作 五岳 80
2 1883 12 詩歌 高田村別墅偶成 得庵　鳥尾小弥太 80
2 1883 12 詩歌 偶成 桐陰居士 80
2 1883 12 詩歌 和敬新年会 吉堀慈恭 80
2 1883 12 詩歌 ほとけの御名を 中山摂観 80
3 1884 3 5 語黙説 島地黙雷 1 持主兼編集：水渓智応

印刷人：山本貫通
発行所：東京芝区公園地第六十一号／無外書房

3 1884 3 5 教法者の志操 原坦山 3
3 1884 3 5 仏教伝来歴史 渓口一蔵 4 雑誌内で名前が渓口雲痕居士
3 1884 3 5 釈門律法管見第一回 青江秀 11
3 1884 3 5 仏教能く人を活す 神原精二 13
3 1884 3 5 五福の節 秋月橘門 15
3 1884 3 5 老婆心説　言説論 鳥尾得庵 16 鳥尾得庵講述　居士林社員某記
3 1884 3 5 国教論(二章) 石川舜台 20 2章は21頁から
3 1884 3 5 破邪の用心 大内青巒 23
3
3
3 1884 3 5 雑録 仏遺教経俗解小引 玄同居士 38
3 1884 3 5 雑録 金翅鳥王吟 原坦山 39
3 1884 3 5 雑録 金翅鳥王客説 原坦山 39
3 1884 3 5 雑録 七衆戒儀諺詮序 山岡鉄舟 40 雑誌内で「山岡鉄舟居士選」
3 1884 3 5 詩歌七編
3 1884 3 5 詩歌 托鉢条款公発時示衆(一発七終) 行誡 40
3 1884 3 5 詩歌 臨済録開巻 相国寺　大教正

萩野独園
40

『教学論集』

1884 3 5 異教勦説
耶蘇教三位一体の説

笠原研寿 30 雑誌内で「英国留学僧　笹原研寿稿」



3 1884 3 5 詩歌 平心偈 秋月橘門 40
3 1884 3 5 詩歌 祖妣持名院七回忌辰追遠之詞(並序略焉) 秋月橘門 40～41
3 1884 3 5 詩歌 頒経典社の設を喜びで 松濤泰成 41
3 1884 3 5 詩歌 仏恩報謝の為に 陸中　稲沢衡直 41
3 1884 3 5 詩歌 駿河 加藤星洲房吉 41
4 1884 4 5 印度哲学諸学と径庭ある説 原坦山 1 明治17年3月20日東京大学哲学会の演説　原坦山稿
4 1884 4 5 仏仙論 原坦山 1
4 1884 4 5 腕力論 島地黙雷 2 島地黙雷演
4 1884 4 5 無常説 大内青巒 5
4 1884 4 5 宗規改良論第一 本田亀洞 9
4 1884 4 5 歳寒窓放言(七則) 虞淵老人 12 7～13
4 1884 4 5 随喜他善義 福田行誡 17
4 1884 4 5 真妄弁其一 鳥尾得庵 20 雑誌内題名「真妄弁一」
4 1884 4 5 釈門律法管見第二回 青江秀 22
4 1884 4 5 耶蘇教秘密説、緒言 石川舜台 24
4 1884 4 5 第一　批斥の真意 石川舜台 25
4 1884 4 5 第二　秘密を知るの地歩 石川舜台 27
4 1884 4 5 雑録 曼強録自序 瑕丘宗興 31
4 1884 4 5 雑録 北畠道龍師　印度紀行 瑕丘宗興 31
4 1884 4 5 雑録 為疫死者修法会疏 養鸕徹定 38 雑誌内で「華頂山大教正徹定選」
4 1884 4 5 雑録 釈迦譜要略序 今北洪川 39
4 1884 4 5 雑録 詩歌十二首 39
4 1884 4 5 詩歌 客舎聞三光鳥有感 島地縮堂 39 島地黙雷演
4 1884 4 5 詩歌 文珠像賛 島地黙雷 39
4 1884 4 5 詩歌 越後権現山下所見 島地黙雷 39
4

4 1884 4 5 詩歌 寄中村敬宇翁 鳥尾得庵 40
4 1884 4 5 詩歌 願海偈 秋月橘門 40
4 1884 4 5 詩歌 癸未元旦 榊原精二 40
4 1884 4 5 詩歌 写印度古文仏経畢偶然得古体一首 南條文雄 40
4 1884 4 5 詩歌 常盤井尭煕 40 題名なし
4 1884 4 5 詩歌 燈火 福田行誡 40
4 1884 4 5 詩歌 炭 福田行誡 40
4 1884 4 5 詩歌 率渓考恭 40 題名なし
4 1884 4 5 詩歌 田中大城師を悼みて 吉堀慈恭 40
5 1884 5 5 幽霊説 島地黙雷 1
5 1884 5 5 法体論 原坦山 6
5 1884 5 5 眼前の六道 榊原精二 7 榊原精二演
5 1884 5 5 世相の説 鳥尾得庵 10
5 1884 5 5 仏教大意 渥美契縁 13
5 1884 5 5 和敬会演説開場旨趣 大内青巒 16 和敬会演説開場の旨趣
5 1884 5 5 耶蘇教秘密説 石川舜台 19 耶蘇教秘密説(前編の続)
5 1884 5 5 第三　顕秘二教の交錯 石川舜台 19
5 1884 5 5 第四　秘密源流の脈路 石川舜台 25
5 1884 5 5 同附言 島地黙雷 32 雑誌内「附言　島地縮堂記」
5 1884 5 5 雑録 十善会勧論文 朝彦親王 34
5 1884 5 5 雑録 笠原研寿 マクス、ミュラール 35 明治16年9月25日刊行倫敦「タイムス」新聞
5 1884 5 5 雑録 和敬分会規約序 養鸕徹定 38 雑誌内「華頂山松翁識」
5 1884 5 5 雑録 護法賢聖伝序 石村貞一 39 雑誌内「白衣弟子　石村貞一識」
5 1884 5 5 雑録 詩歌十六首 39
5 1884 5 5 詩歌 奉呈善譲老師座下 五岳 39
5 1884 5 5 詩歌 五岳 39 題名なし
5 1884 5 5 詩歌 百無能 秋月橘門 39
5 1884 5 5 詩歌 寄育児院 大教正　福田行誡 39
5 1884 5 5 詩歌 浴泉凵号 容月　新居日薩 40
5 1884 5 5 詩歌 偶成 容月　新居日薩 40
5 1884 5 5 詩歌 和敬忘年 唯我紹舜 40
5 1884 5 5 詩歌 巳卯冬日次酬香亭中根君見寄之韻 原坦山 40
5 1884 5 5 詩歌 謁黙雷教正賦呈 榊原精二 40
5 1884 5 5 詩歌 告人 榊原精二 40
5 1884 5 5 詩歌 率渓考恭 40 題名なし
5 1884 5 5 詩歌 弘教書院偶作 秦義応 40
5 1884 5 5 詩歌 秋月得生居士 40 題名なし
5 1884 5 5 詩歌 涅槃像を拝て 中山摂観 40
5 1884 5 5 詩歌 寄碁述懐 恊日熙 40
5 1884 5 5 詩歌 述懐 実相円随 40
6 1884 6 5 教の心得(二章) 島地黙雷 1
6 1884 6 5 心 原坦山 7
6 1884 6 5 心の本末第一回 溪口一蔵 7
6 1884 6 5 方便説 大内青巒 11

6 1884 6 5 色葉歌作者考 黒川真頼 20
6 1884 6 5 告少年文 鳥尾得庵 24
6 1884 6 5 世間万般の事恃む可らす 干河岸貫一 27
6 1884 6 5 観教時様 石川舜台 30
6 1884 6 5 　　第一　時様の思想 石川舜台
6 1884 6 5 神教一斑 巻蔵六 33 雑誌内「巻蔵居士記」
6 1884 6 5 雑録 育児院保嬰会開院祝詞 福田行誡 36
6 1884 6 5 雑録 学教史論序 鳥尾得庵 37
6 1884 6 5 雑録 興学記 原坦山 37 雑誌内「興学記(為国定和尚)」
6 1884 6 5 雑録 自信録跋 秋月橘門 38 雑誌内「秋月　曇華居士」
6 1884 6 5 雑録 送寺田望南 井上哲次郎 38 雑誌内「井上巽軒」
6 1884 6 5 雑録 詩歌八首
6 1884 6 5 詩歌 讃阿弥陀仏　亻に渇のつくり 秋月得生 40
6 1884 6 5 詩歌 育児院偶成 今川貞山 40
6 1884 6 5 詩歌 城山観梅 榕陰　赤松連城 40
6 1884 6 5 詩歌 東塔山居 村田寂順 40
6 1884 6 5 詩歌 臨済録開講　亻に渇のつくり 萩野独　くにがまえに猿のつ 40
6 1884 6 5 詩歌 春暁偶成 恊日熙 40
6 1884 6 5 詩歌 殺生戒 福田行誡 40
6 1884 6 5 詩歌 釈教 中山摂観 40
7 1884 7 5 一字不説 島地黙雷 1
7 1884 7 5 宗弊 原坦山 6
7 1884 7 5 性情 原坦山 7
7 1884 7 5 心の本末第二回 溪口一蔵 7
7 1884 7 5 止る所を知れ 大内青巒 9 雑誌内「藹々居士　大内青巒」
7 1884 7 5 歳寒窓放言(三則) 虞淵老人 11
7 1884 7 5 日蓮宗沙彌校募縁勧文 新居日薩 14 雑誌内「新居日薩選」
7 1884 7 5 方便解 鳥尾得庵 17
7 1884 7 5 観教時様(接続) 石川舜台 19
7 1884 7 5 第二　時様思想の謬誤 石川舜台 19
7 1884 7 5 神教一斑(接前) 巻蔵六 24 雑誌内「神教一斑(接続)　巻蔵六記」
7 1884 7 5 雑録 仏仙社学則解 原坦山 27～28

7 1884 7 5 雑録 将発欧州帰日本留別諸友 南條文雄 28

雑誌内「因明説(英京倫敦在留日本学生演説会)
真宗僧　南條文雄述」

15因明大意 南條文雄18846 6 5

1884 4 5 詩歌 越後大橋主人近有寄蔵経一部於其師寺光
西精舎之学賦之以旌其美云

島地黙雷 39



7 1884 7 5 雑録 薦丁丑戦死者疏 養鸕徹定 30 雑誌内「華頂山　順徹定」
7 1884 7 5 雑録 明心帖跋 青蔭雪鴻 31
7 1884 7 5 雑録 詩歌十六首 31～
7 1884 7 5 詩歌 詠史 平野五岳 31
7 1884 7 5 詩歌 浄念四首 秋月　曇華居士 31 秋月得生
7 1884 7 5 詩歌 得月亭 秋月得生 32
7 1884 7 5 詩歌 読荘子 秋月得生 32
7 1884 7 5 詩歌 介石師一周忌有感 中村敬宇 32
7 1884 7 5 詩歌 漁翁 石村貞一 32
7 1884 7 5 詩歌 題書二首 石村貞一 32
7 1884 7 5 詩歌 托鉢の説 行誡 32
7 1884 7 5 詩歌 聞福田教正登高野山遙有此寄 養鸕徹定 32
7 1884 7 5 詩歌 題写真 唯我紹舜 32
7 1884 7 5 詩歌 越山大禅師跋余明心帖呼余曰熱椀居士賦以鳴謝 榊原精二 32
7 1884 7 5 詩歌 蛍 福田行誡 32
7 1884 7 5 詩歌 春駒 協日熙 32 恊日熙
8 1884 8 5 人権論 島地黙雷 1
8 1884 8 5 不生不滅 原坦山 3
8 1884 8 5 心の本末第三回 渓口一蔵 4
8 1884 8 5 蘇漫多底彦多二声略弁 南條文雄 6
8 1884 8 5 国学弁疑序、天浮橋弁 取田正潔 9
8 1884 8 5 無益論 鳥尾得庵 12

8 1884 8 5 諍闘論 大内青巒 18
8 1884 8 5 三条弁疑、緒言 島地黙雷 24 雑誌内「三条弁疑　島地黙雷講述、門人某等筆記」
8 1884 8 5 敬神愛国 島地黙雷 26
8 1884 8 5 雑録 御製大蔵経序跋集引 中村正直 29 雑誌内「御製大蔵経序跋集引　敬宇中村正直題」
8 1884 8 5 雑録 護法賢聖伝序 廣瀬進一 29 雑誌内「護法賢聖伝序　雪堂　廣瀬進一選」
8 1884 8 5 雑録 大日本国教論序 櫻井能監 30 雑誌内「大日本国教論序　錦洞生　櫻井能監」
8 1884 8 5 雑録 孝諭弁言 石村貞一 31
8 1884 8 5 雑録 詩歌二十首 31

8 1884 8 5 詩歌 歌聖廟 秋月橘門 31
8 1884 8 5 詩歌 登荒陵不屠 秋月橘門 31
8 1884 8 5 詩歌 述懐 長瀬静石 32
8 1884 8 5 詩歌 詠史 大内藹々居士 32
8 1884 8 5 詩歌 臨幸之日奉賦二首 村田寂順 32
8 1884 8 5 詩歌 念仏論九尾頌曰 得庵　鳥尾小弥太 32 鳥尾得庵
8 1884 8 5 詩歌 春日閑居 恊日煕 32
8 1884 8 5 詩歌 帰雁 福田行誡 32
8 1884 8 5 詩歌 歳月如流 小林日昇 32
9 1884 9 5 自由と我儘との差別(一) 島地黙雷 1
9 1884 9 5 文辞説 原坦山 2
9 1884 9 5 蘇漫多底彦多二声略弁(接続) 南條文雄 3 雑誌内「南條文雄稿」
9 1884 9 5 心の本末第四回 溪口一藏 7

9 1884 9 5 誡堕胎説 石村貞一 11 雑誌内「石村貞一艸」
9 1884 9 5 閲蔵談 福田行誡 12 雑誌内「緑山老衲行誡七十五齢草」
9 1884 9 5 真妄弁の二 鳥尾得庵 15
9 1884 9 5 仏教一斑 大内青巒 18
9 1884 9 5 行状を善くする方 石川舜台 20

9 1884 9 5 雑録 鹿児島支殿上梁文 養鸕徹定 28 雑誌内「鹿児島県下華頂山知恩院支殿上梁文」
9 1884 9 5 雑録 十善法語序 山岡鉄舟 28 雑誌内「山岡鉄舟選」
9 1884 9 5 雑録 縮刷大蔵経序 阿満得聞 28 雑誌内「阿満得聞　謹選」
9 1884 9 5 雑録 寄高僧諸師書 三宅雄二郎 29 雑誌内「文学士　三宅雄二郎」
9 1884 9 5 雑録 詩歌五首 32
9 1884 9 5 詩歌 失題 32 著者名なし
9 1884 9 5 詩歌 宿羽明精舎 32 著者名なし
9 1884 9 5 詩歌 失題 島地縮堂 32 島地黙雷
9 1884 9 5 詩歌 初郭公 久邇宮朝彦親王 32
9 1884 9 5 詩歌 初郭公 瑞龍寺尼宮　村雲日栄 32

10 1884 10 5 笠原研寿手簡 南條文雄 2
10 1884 10 5 心の本末第五回 溪口一藏 5
10 1884 10 5 国学弁疑　日本国号弁 蜂須賀朝英 8
10 1884 10 5 日蓮宗大意 新居日薩 11 雑誌内「新居日薩法話」
10 1884 10 5 智徳発達論 鳥尾得庵 14
10 1884 10 5 現世祈の愚なる話 渥美契縁 17
10 1884 10 5 三条弁疑(接前)　敬神愛国 島地黙雷 19
10 1884 10 5 耶蘇教の十字架は即ち偶像たるの論 今立吐醉 25
10 1884 10 5 雑録 令知会開設告文 28 著者名なし
10 1884 10 5 雑録 四大蔵対校成就祝偈 福田行誡 29 雑誌内「貫種　福田行誡」
10 1884 10 5 雑録 居士伝序 秋月新太郎 30 雑誌内「雪香居士　秋月　新」
10 1884 10 5 雑録 諏訪湖雑詩並引 養鸕徹定 30 雑誌内「華頂山松翁」
10 1884 10 5 雑録 詩歌三十首
10 1884 10 5 詩歌 南條碩果 31 題名なし　南條文雄
10 1884 10 5 詩歌 遊詩仙堂有懐丈山翁 31 著者名なし
10 1884 10 5 詩歌 書蘭 31 著者名なし
10 1884 10 5 詩歌 咏史 31 著者名なし
10 1884 10 5 詩歌 近製二首 原坦山 31
10 1884 10 5 詩歌 雨田教正講原人論予亦参聴偶得小詩数首 廣瀬篤譲 31
10 1884 10 5 詩歌 詠十住心詩並歌各十首 吉堀慈恭 32
11 1884 11 5 惑病同原の説 原坦山 1 東京大学文学会演説　原坦山稿
11 1884 11 5 愛説 石川舜台 1
11 1884 11 5 笠原研寿手簡(其二) 南條文雄 6
11 1884 11 5 心の本末第六回 渓口一蔵 8 渓口一蔵述
11 1884 11 5 大東宗教縁起略 秦義応 11 大東宗教縁起略(教部省応問)
11 1884 11 5 歳寒窓放言(二則) 虞淵老人 15
11 1884 11 5 天降説 島地黙雷 17 雑誌内「島地縮堂」
11 1884 11 5 智徳発達論(承前) 鳥尾得庵 20 雑誌内「智徳発達論(前編の続)」
11 1884 11 5 峨国彼得王の遺訓 杉亨二 24
11 1884 11 5 外教品評 菅了法 26
11 1884 11 5 雑録 破邪顕正論序 大内青巒 29
11 1884 11 5 雑録 善導忌　足へんに流のつくり 養鸕徹定 30
11 1884 11 5 雑録 仏教論評序 渥美契縁 31
11 1884 11 5 雑録 詩歌十首 32
11 1884 11 5 詩歌 美人捲簾図 南條碩果 32 南條文雄
11 1884 11 5 詩歌 明治六年一月尽日平安市上作 32 著者名なし
11 1884 11 5 詩歌 墨涯小酌 32 著者名なし

8 1884 8 5 詩歌 惟壬午三月上旬。弘教書院告方等部既成。
不耐雀躍。乃賦長編。欽寄校経衆僧足下。

8 1884 8 5 観教時様(承前)
第三　理学と宗教の戦争

石川舜台 15

行誡 31

島地黙雷 22

10 1884 10 5 諸宗官長大教師に白す
仏教の本旨
立宗の本意

原坦山 1

9 1884 9 5 三条弁疑(接前)
敬神愛国

9 1884 9 5 随筆四則
仁者不殺物語　人有幸不幸こと
賢者奉仏話　　死護聖廟のこと

秋月橘門 10



11 1884 11 5 詩歌 福井城中招魂祭 32 著者名なし
11 1884 11 5 詩歌 賦難易二道判之意 32 著者名なし
11 1884 11 5 詩歌 読護法賢聖伝三首 養鸕徹定 32
11 1884 11 5 詩歌 秋夕情 協日煕 32 恊日煕？
12 1884 12 5 万物霊長 島地黙雷 1 雑誌内「万物霊長　監獄教題三十条第一」
12 1884 12 5 諸法無実 原坦山 3
12 1884 12 5 大東宗教縁起略(接続) 秦義応 4

12 1884 12 5 日蓮宗大意(接前) 新居日薩 16 新居日薩法話　脇田尭惇筆記
12 1884 12 5 智徳発達論(承前) 鳥尾得庵 21

12 1884 12 5 無神説 渓口一蔵 28 雑誌内「渓口雲痕稿」
12 1884 12 5 雑録 生死論序 中村正直 31 雑誌内「敬宇　中村正直」
12 1884 12 5 雑録 護法談自序 竺道契 31 雑誌内「甑瓦子　竺道契」
12 1884 12 5 雑録 船字到底五十韻 南條文雄 31 雑誌内「般一字到底五十韻賦示般主某　南條碩果」
12 1884 12 5 雑録 詩歌七首
12 1884 12 5 詩歌 寒山賛 秋月橘門居士 32
12 1884 12 5 詩歌 十一月二十七日夜作 32 著者名なし
12 1884 12 5 詩歌 失題 五岳 32
12 1884 12 5 詩歌 偶成 鳥尾得庵 32
12 1884 12 5 詩歌 冬の歌よみ侍る中 福田行誡 32
12 1884 12 5 詩歌 述懐 恊日煕 32
13 1885 1 5 酬恩説 島地黙雷 1

13 1885 1 5 釈門律法菅見第三回 青江秀 8 青江秀述
13 1885 1 5 利学入門　第二章

第一節　二種の外道(独善上)
小野梓 10 東洋学人　小野梓著

13 1885 1 5 歳寒窓放言(二則) 虞淵老人 17
13 1885 1 5 真如の解 鳥尾得庵 18
13 1885 1 5 史論 大内青巒 19

13 1885 1 5 仏教東漸の解第一 渓口一蔵 26 雑誌内で「渓口雲痕居士」

13 1885 1 5 雑録 耶蘇弁惑序 井上哲次郎 29 雑誌内「文学士　井上哲次郎」
13 1885 1 5 雑録 秘骨道人伝 原坦山 31
13 1885 1 5 雑録 読日本外史 南條文雄 32 雑誌内「南條碩果」
13 1885 1 5 雑録 詩歌七首 32
13 1885 1 5 詩歌 除夜 神原精二 32
13 1885 1 5 詩歌 雑詠五首 秋月　雲華居士 32 秋月橘門
14 1885 2 5 酬恩説(承前) 島地黙雷 1

14 1885 2 5 高岳親王求仏法至羅越国薨於流沙河上考 北澤正誠 8
14 1885 2 5 贈北京龍泉寺本然書 小栗栖香項 13
14 1885 2 5 歳寒窓放言(四則) 虞淵老人 17
14 1885 2 5 最要至難 原坦山 18 雑誌内「最要至難(仏仙社の説)　原鶴巣稿」
14 1885 2 5 詞の品等 大内青巒 19
14 1885 2 5 修学は片時も忘る可らず 石村貞一 23

14 1885 2 5 仏教東漸の解第二 渓口一蔵 28 雑誌内「渓口雲痕居士」
14 1885 2 5 雑録　 教田院設置緒言 30 著者名なし
14 1885 2 5 雑録 学教史論序 平山省斎 31 雑誌内「素山　平山省斎」
14 1885 2 5 雑録　 日本仏法史序 山岡鉄舟 31
14 1885 2 5 雑録 読慧眼詩二首並引 養鸕徹定 31
14 1885 2 5 雑録　 詩歌十首 32
14 1885 2 5 詩歌 十八年元旦 神原精二 32
14 1885 2 5 詩歌 明治十八年一月一日読先哲教誡赧然有作 南條文雄 32
14 1885 2 5 詩歌 賦水火二河喩之意(接前) 南條碩果 32
14 1885 2 5 詩歌 函嶺 32 著者名なし
14 1885 2 5 詩歌 芭蕉秋一窓 32 著者名なし
14 1885 2 5 詩歌 乙酉元旦 福田行誡 32
14 1885 2 5 詩歌 神原翁へ見舞蓮菓子 32 著者名なし
14 1885 2 5 詩歌 やまひの床にて 神原精二 32

15 1885 3 5 仏涅槃年代考第二 南條文雄 2
15 1885 3 5 仏教如何が信ぜん 神原精二 6

15 1885 3 5 世界成立説 島地黙雷 17
15 1885 3 5 十善勧誡略話 釈雲照 19 雑誌内「密乗苾蒭雲照述」
15 1885 3 5 破邪顕正 鳥尾得庵 21

15 1885 3 5 破見論 渓口一蔵 25 雑誌内「竺　渓口雲痕稿」
15 1885 3 5 雑録 大日本国教論序 大内青巒 28 雑誌内「藹々居士　青巒」
15 1885 3 5 雑録 書護法漫筆後 福田行誡 29
15 1885 3 5 雑録 廣済道光禅師賛 養鸕徹定 29 文末に「華頂山順徹定和南」
15 1885 3 5 雑録 等象斎碑 浅田宗伯 29 雑誌内「栗園　浅田宗伯」
15 1885 3 5 雑録 詩歌三十九首 30
15 1885 3 5 詩歌 元旦試筆 増上寺　行誡 30
15 1885 3 5 詩歌 吊神原翁和敬会兼題 増上寺　行誡 31
15 1885 3 5 詩歌 吊神原翁和敬会兼題 碩華　南條文雄 31
15 1885 3 5 詩歌 吊神原翁和敬会兼題 桐陰　石村貞一 31
15 1885 3 5 詩歌 偶成 浅田宗伯 31
15 1885 3 5 詩歌 和韻(臨終四日前作) 神原精二 31
15 1885 3 5 詩歌 閑居謾言 得庵居士 31
15 1885 3 5 詩歌 老将 南條碩華 31

12 1884 12 5 仏教論評
第一章　仏教と他教の区別を論ず

石川舜台 24 米利堅　ゼームスクラーク編著、
日本　山崎久太郎訳文

小野梓 8 雑誌内「利学入門　第一章　東洋学人
小野梓著　真利の大意」

12 1884 12 5 国学弁疑
高天原弁

栗峰隆

12 1884 12 5 利学入門
第一章　真利の大意

11

目次では栗峯隆
また、接続が雑誌内では接前になっている。

13 1885 1 5 仏教論評
第一　仏教と他教の区別(接前)

石川舜台

13 1885 1 5 国学弁疑
高天原弁(接続)

22

13 1885 1 5 印度文学雑誌第一
梵語文典
梵希両語の類似
梵語略史

南條文雄 4

栗峰隆 12

14 1885 2 5 印度文学雑誌第一(前続)
梵語の年代並に其確証等に付て疑問の覆撿
外国人のインドの語文学に達せし著書及事実

南條文雄 4 雑誌内「印度文学雑誌第一(承前)南條文雄稿」

13 1885 1 5 雑録 繁成寺慶讃疏 福田行誡 29 雑誌内「智明山摂取院繁成寺会場入仏慶讃疏
　　　　　三縁山老衲　福田行誡」

小野梓 7 雑誌内「東洋学人小野梓著」

14 1885 2 5 仏教論評
第二章　仏教の弘布及其経典

石川舜台

14 1885 2 5 利学入門　第二章
第二節　二種の外道(独善下)

25

15 1885 3 5 印度文学雑誌第一
支那文字を以て他邦の正音を写すの艱難

南條文雄 9 印度文学雑誌第一(接続)
支那文字を以て他邦の正音を写すの艱難(私考)

15 1885 3 5 仏教の実帰 原坦山 1 雑誌内「仏教の実帰十八年一月二十日東京大学
哲学会演説　原坦山稿」

小野梓 12 雑誌内「東洋学人小野梓著」

15 1885 3 5 国学弁疑
根国弁

秦親教

15 1885 3 5 利学入門第三章
第一節　二種の外道(自擅一)

15 文末に「従五位下　秦宿禰親教謹選」

15 1885 3 5 仏教論評
第三章　釈迦牟尼の伝

石川舜台 22



15 1885 3 5 詩歌 雑詩 31 著者名なし
15 1885 3 5 詩歌 汽船渡湖 辱知　花頂妄批 31 著者名なし
15 1885 3 5 詩歌 甲申観蓮節 松菴静拝 32
15 1885 3 5 詩歌 洋教を弁駁せる書を読みて詠ぜる歌二十八首 澤丸法爾 32
16 1885 4 5 受生本懐 島地黙雷 1

16 1885 4 5 仏教如何が信ぜん(接続) 神原精二 8 雑誌内「仏教如何が信ぜん(承前)」

16 1885 4 5 楮庵燕語(四則) 小林日昇 13
16 1885 4 5 縁山法語 福田行誡 14 雑誌内「増上寺　立誉行誡」
16 1885 4 5 祈禱論 大内青巒 15

16 1885 4 5 破見論(其一)「接続」 溪口一蔵 21 雑誌内「破見論(其一)「前続」

16 1885 4 5 雑録 嘯吟会緒言 原坦山 29
16 1885 4 5 雑録 華頂教校慶讃序 養鸕徹定 30 雑誌内「華頂山　順徹定選」
16 1885 4 5 雑録 送上野全権公使帰朝序 南條文雄 30 雑誌内「在英国　南條文雄」
16 1885 4 5 雑録 勧道歌二首 鳥尾得庵 31 雑誌内「得庵　鳥尾小弥太
16 1885 4 5 雑録 詩歌七首 32
16 1885 4 5 詩歌 仝二 32 著者名なし
16 1885 4 5 詩歌 偶成 五岳 32
16 1885 4 5 詩歌 無題 秋月橘門 32
16 1885 4 5 詩歌 夢登富山得二聯句覚後賡成前後 32 著者名なし
16 1885 4 5 詩歌 詠史 32 著者名なし
16 1885 4 5 詩歌 吊神原翁 東陽円月 32
16 1885 4 5 詩歌 某の還暦と承りて 福田行誡 32
16 1885 4 5 詩歌 書初自書富士山の扇面に 32 著者名なし
17 1885 4 5 不思議界 原坦山 1 雑誌内「原坦山稿」

17 1885 5 5 仏法同権論 神原精二 5

17 1885 5 5 歳寒窓放言(三則) 虞淵老人 10

17 1885 5 5 三条弁疑(接続)　天理人道 島地黙雷 15 雑誌内「島地黙雷講述」
17 1885 5 5 祈禱論(接続) 大内青巒 18

17 1885 5 5 雑録 少年教会趣意 29 著者名なし
17 1885 5 5 雑録 崇叡会序 朝彦親王 30 雑誌内「崇叡会長　二品朝彦親王」

17 1885 5 5 雑録 亜児碧行 南條文雄 31
17 1885 5 5 雑録 詩歌十首 32
17 1885 5 5 詩歌 原人論講竟賦示諸子 水原宏遠 32
17 1885 5 5 詩歌 題容月盧 新居日薩 32
17 1885 5 5 詩歌 錫蘭島作 成島柳北 32

17 1885 5 5 詩歌 魚仝 32 著者名なし

18 1885 6 5 聖浄二門弁 神原精二 1

18 1885 6 5 哲学要領　第一段　哲学緒論 井上円了 7 雑誌内「井上甫水」
18 1885 6 5 楮庵燕語(七則) 小林日昇 9 雑誌内「楮菴燕語」
18 1885 6 5 問対略記(接続) 干河岸貫一 11 雑誌内「干河岸貫一記」
18 1885 6 5 東部学校設置勧進示論 福田行誡 14
18 1885 6 5 三条弁疑(接続)　天理人道 島地黙雷 15 雑誌内「島地黙雷講述」
18 1885 6 5 仏教論評　第四章　仏教の要旨 石川舜台 19 雑誌内「第四章　仏教の要旨(接続)」
18 1885 6 5 問答火葬利害 佐田介石 21 雑誌内「問答火葬利害世益新聞抄録」
18 1885 6 5 破見論(其二) 渓口一蔵 23 雑誌内「竺　渓口雲痕稿」
18 1885 6 5 天耶正謬　第一　総弾創世章 粟生亻凧弦 25 雑誌内「粟生亻凧弦居士」
18 1885 6 5 雑録 護国神原居士墓碑建設報告 28 著者名なし
18 1885 6 5 雑録 学教史論序 大内青巒 28 雑誌内「藹々居士大内青巒選」
18 1885 6 5 雑録 神光寂照禅師藤原藤房公碑銘並序 養鸕徹定 29 雑誌内著者名なし
18 1885 6 5 雑録 航西雑詩 成島柳北 30
18 1885 6 5 雑録 詩歌四首 32
18 1885 6 5 詩歌 牡丹 五岳 32
18 1885 6 5 詩歌 詠史 大内藹々居士 32
18 1885 6 5 詩歌 壇浦懐古 石村桐陰 32
18 1885 6 5 詩歌 諸行無常 福田行誡 32
19 1885 7 5 無明論 原坦山 1

19 1885 7 5 地獄を打破するの通力あるも是とするに足らざるか 辻顕高 6 雑誌内「和敬会員　辻顕高」
19 1885 7 5 文明論 大内青巒 9
19 1885 7 5 書も亦心書 石村貞一 11
19 1885 7 5 問対略記(接続) 干河岸貫一 12 雑誌内「干河岸貫一　記」
19 1885 7 5 三条弁疑　天理人道 島地黙雷 16
19 1885 7 5 仏教論評　第四章仏教の要旨 石川舜台 19 雑誌内「仏教の要旨(接続)」
19 1885 7 5 破見論(其三) 渓口一蔵 22 雑誌内「竺　渓口雲痕稿」
19 1885 7 5 天耶正謬(接続)　第一　総弾創世章 粟生亻凧弦 24 雑誌内「粟生亻凧弦居士」
19 1885 7 5 雑録 羅馬字と日本語 28
19 1885 7 5 雑録 仏堂本論序 三島毅 29 雑誌内「仏道本論序　中洲学人　三島毅選」
19 1885 7 5 雑録 再畳亜児碧行之韻。寄懐老友小栗栖蓮舶。 南條文雄 30
19 1885 7 5 雑録 航西雑詩 成島柳北 31
19 1885 7 5 雑録 詩歌三首 32

16 1885 4 5 印度文学雑誌第二
馬哈黙教徒の梵書翻訳

南條文雄 3 雑誌内「南條文雄稿」

小野梓 10 雑誌内「東洋学人小野梓著」

16 1885 4 5 仏教論評
第三章　釈迦牟尼伝(接前)

石川舜台

16 1885 4 5 利学入門第三章
第二節　二種の外道下(自擅二)

17 雑誌内「釈迦牟尼仏伝(接続)」

17 1885 4 5 印度文学雑誌第二
基督教徒の梵語学問

南條文雄 1 雑誌内「印度文学雑誌第二(接続)　南條文雄稿」

16 1885 4 5 基督贖罪論、序言
第一　原罪を論ず
第二　救世主を論ず
第三　贖罪の真偽を論ず

本多澄雲 24

17 1885 5 5 仏教論評
第四章　仏教の要旨

石川舜台 21

小野梓 6 雑誌内「第四章　苦楽の縁由　東洋学人小野梓著」

17 1885 5 5 問対略記 干河岸貫一 12

17 1885 5 5 利学入門
第四章　苦楽の来由

「明治九年十月二十六日飛雲閣に於て島地渥美赤松の三
氏仏国学士「エミールギメ」氏と問答の略記
午前十時に始り午後五時に終る

雑誌内「東京府下麻布笄橋繁成寺慶讃法会足編に流れる
華頂山主　順徹定」

17 1885 5 5 詩歌 丹波の国人大野氏がとしごろよるべなきうないあ
げまきどもおふしたてたるが三十人にもあまりぬ
とききて世にたうとくもかたじけなきかぎりなるからまづ手合
せて南無釈迦尼仏とぞ唱へられけるやがて其言をかしらに
おきてよめる歌七首

行誡 32

本多澄雲 25

17 1885 5 5 雑録 繁成寺慶讃会疏 養鸕徹定 30

17 1885 5 5 基督贖罪論(接続)
第四　耶蘇の釘殺せらるる所以を論ず
第五　贖罪説の結果懼る可き所以を論ず

原坦山 1

18 1885 6 5 印度文学雑誌第二
基督教徒の梵語(接続)

南條文雄

18 1885 6 5 仏教実帰之二
苦楽原因

3

19 1885 7 5 哲学要領
第二段　東洋哲学

井上円了 4 雑誌内「井上甫水」

19 1885 7 5 印度文学雑誌第二
欧州梵語学
梵書の欧訳及び文典の発行

南條文雄 2



19 1885 7 5 詩歌 蓮 秋月橘門 32
19 1885 7 5 詩歌 詠史 32 雑誌内著者名なし　大内青巒ヵ
19 1885 7 5 詩歌 仏道 福田行誡 32

20 1885 8 5 病間剰話 大内青巒 3 雑誌内「藹々居士稿」

20 1885 8 5 観音考 石村貞一 14
20 1885 8 5 問対略記(承前) 干河岸貫一 15 雑誌内「干河岸貫一　記」
20 1885 8 5 仏法の国益たるを論ず 原坦山 18

20 1885 8 5 問答諸記伝伹載僧徒之悪不　載　善 佐田介石 23
20 1885 8 5 破見論(其四) 渓口一蔵 24 雑誌内「竺　渓口雲痕稿」

20 1885 8 5 雑録 因明活眼序 鳥尾得庵 29 雑誌内「因明活法序」
20 1885 8 5 雑録 仏教一挙序 福田行誡 29 雑誌内「三縁山老衲行誡」
20 1885 8 5 雑録 為然師墓碑銘 長三洲 30
20 1885 8 5 雑録 航西雑詩 成島柳北 30
20 1885 8 5 雑録 詩歌六首 32
20 1885 8 5 詩歌 失題 五岳 32
20 1885 8 5 詩歌 遊温泉寺題藤房卿手栽松 島地縮堂 32 島地黙雷
20 1885 8 5 詩歌 寓居口占在延陵作 秋月橘門 32

20 1885 8 5 詩歌 般若波羅密 福田行誡 32
20 1885 8 5 詩歌 深草瑞光寺に詣でて 恊日煕 32

21 1885 9 5 病間剰話(接続) 大内青巒 1 雑誌内「藹々居士稿」
21 1885 9 5 因果論上 佐々木狂介 5
21 1885 9 5 仏教綱領 鈴木亮慧 5
21 1885 9 5 国学弁疑　神国神道弁 園崎幸保 7
21 1885 9 5 歳寒窓放言(四則) 虞淵老人 11
21 1885 9 5 問対略記(承前) 干河岸貫一 14 雑誌内「問対略記(接続)　干河岸貫一記」
21 1885 9 5 不思議弁 鳥尾得庵 17

21 1885 9 5 雑録 東部学校開業祝諭 福田行誡 28 雑誌内「東部宗学校開業祝諭」
21 1885 9 5 雑録 点取交通論序 中村正直 29 雑誌内「敬宇　中村正直」
21 1885 9 5 雑録 三畳亜児碧行之韻憶亡友笠原子 南條文雄 29
21 1885 9 5 雑録 航西雑詩 成島柳北 30
21 1885 9 5 雑録 詩歌五首 32
21 1885 9 5 詩歌 読史有感 秋月橘門 32
21 1885 9 5 詩歌 蘭 32 著者名なし
21 1885 9 5 詩歌 倉鋪呈観龍上人 神原精二 32
21 1885 9 5 詩歌 竹不改色 率溪考恭 32
21 1885 9 5 詩歌 如来寿量品 恊日煕 32

22 1885 10 5 不思議弁(接続) 鳥尾得庵 2
22 1885 10 5 書梵語文学雑誌第二後 南條文雄 4

22 1885 10 5 宗規改良論第二 本田亀洞 11
22 1885 10 5 問対略記(承前) 干河岸貫一 13 雑誌内「問対略記(接続)　干河岸貫一記」
22 1885 10 5 法語一章 福田行誡 15 雑誌内「法語一章　或る人の請に応じて也」
22 1885 10 5 信仏論 佐々木東洋 16 雑誌内著者名なし

22 1885 10 5 雑録 福田会育児院報告文 29 著者名なし
22 1885 10 5 雑録 華頂文庫目録序 養鸕徹定 29 雑誌内「華頂山　順徹定」
22 1885 10 5 雑録 次菅公仏名会懺詩の韻 島地黙雷 30 雑誌内「次管公仏名会懺詩之韻　島地雨田」
22 1885 10 5 雑録 航西雑詩 成島柳北 30
22 1885 10 5 雑録 詩歌二首 32
22 1885 10 5 詩歌 山房口占 秋月橘門 32
22 1885 10 5 詩歌 月前感事 恊日煕 32
22 1885 10 5 雑録 哲言三個 32 著者名なし
23 1885 11 5 学教の異同及び仏教諸教の異同 原坦山 1 雑誌内「九月二十一日東京大学哲学会演説原坦山稿
23 1885 11 5 信仏論(接続) 佐々木東洋 1

23 1885 11 5 因果論中 佐々木狂介 7

23 1885 11 5 書梵語文学雑誌第二後 南條文雄 12 雑誌内「書梵語文学雑誌第二後(接続)」

持主兼編集：水渓智応
印刷人：山本貫通
発行所：東京芝区公園第二十六号／無外書房

20 1885 8 5 積習成性 島地黙雷

20 1885 8 5

1 雑誌内「積習成性監獄教題三十条第三　嶋地黙雷」

20 1885 8 5 哲学要領
第三段　支那哲学

井上円了 8 雑誌内「井上甫水」

20 1885 8 5 寄楊仁山書第二(明治十四年十二月十日)
在英国牛津

南條文雄
笠原研寿

6

辻顕高 11

20 1885 8 5 仏教論評
第四章　仏教の要旨(接続)

石川舜台

20 1885 8 5 地獄を打破するの通力あるも是とするに足らざるか(接続)

19

20 1885 8 5 詩歌 秩父妙栄山。予少年得度就学之地也。今茲有故
帰山。故老歓迎。情話甚濃。嗚呼予去此三十有
余年前。而林園依然亦如有情。頗不堪懐旧之思
偶賦小詩。

新居日薩 32

20 1885 8 5 天耶正謬(接続)
第一　総弾創世章

粟生亻凧弦 26 雑誌内「粟生亻凧弦居士」

原坦山 1 雑誌内「仏教実帰の三　善悪分界」

21 1885 9 5 弁明僧徒立十種国益
第一　開山起家成村墾田の功

佐田介石

21 1885 9 5 仏教実帰第三
善悪分界

19

21 1885 9 5 天耶正謬後編
第二　別弾創世章

粟生佩弦 25 雑誌内「粟生佩弦居士」

21 1885 9 5 仏教論評
第五章　仏教の精神は正理と仁恵なる事

石川舜台 21

7 雑誌内「井上甫水」

22 弁明僧徒立十種国益
第二　穿義井設池沼築堤塘等

佐田介石 19 雑誌内「第二　穿義井設池沼築堤塘通道路架橋梁
儲渡舟開楽園創病院起貧院製農具興瓦工
定田畠畝数の功」

原坦山 1

22 1885 10 5 哲学要領
第四　印度哲学

井上円了

22 1885 10 5 仏教実帰第四
惑体弁並緒言

1885

石川舜台 21

22 1885 10 5 天耶正謬後編
第二　別弾創世章(接続)
附　釘死十字架上之事

粟生佩弦

22 1885 10 5 仏教論評
第五章　仏教の精神は正理と仁恵なる事(続)

25 雑誌内「天耶正謬後編或は六日造物烏有論と名く
粟生佩弦居士」

23 1885 11 5 国学弁疑(承前)
神国神道弁

園崎幸保 8 雑誌内「国学弁疑　神国神道弁(接続)」

23 1885 11 5 哲学要領
第五段　西洋哲学

井上円了 3 雑誌内「井上甫水」

干河岸貫一　記 14 雑誌内「教義略答　問対略記附載」

23 1885 11 5 弁明僧徒立十種国益
第二　穿義井築堤塘等(前続)

佐田介石

23 1885 11 5 教義略答
第一　造物主　　第二　天命
第三　奇特　　　第四　来世

16 雑誌内「第二　穿義井設池沼築堤塘通道路架橋梁
儲渡舟開楽園創病院起貧院製農具興瓦工定田畠畝数の
功(接続)」

10 5



23 1885 11 5 天狗説 大内青巒 22 雑誌内「大内青巒演」

23 1885 11 5 雑録 釈迦譜要略序 福田行誡 29
23 1885 11 5 雑録 送真宗藤島了穏遊学欧州序 廣瀬進一 30 雑誌内「淡海　廣瀬篤譲進一甫」
23 1885 11 5 雑録 四畳亜児碧行之韻寄懐友人在欧州 南條文雄 31 雑誌内「四畳亜児碧行之韻寄懐友人在英国」
23 1885 11 5 雑録 詩歌四首 32
23 1885 11 5 詩歌 千僧会即時 松翁　養鸕徹定 32
23 1885 11 5 詩歌 永平寺青かげ禅師の遷化とききて世に驚かれて 行誡 32
23 1885 11 5 雑録 哲言三個 32

24 1885 12 5 塔の考 南條文雄 2
24 1885 12 5 信仏論(接続) 佐々木東洋 3

24 1885 12 5 真宗大意 鈴木亮慧 8
24 1885 12 5 歳寒窓放言(三則) 虞淵老人 9
24 1885 12 5 孝格天皇仏法御崇敬の事 石村貞一 11

24 1885 12 5 笠原研寿手簡 南條文雄 15 雑誌内「笠原研寿手簡僧墨遺稿　南條文雄抄」
24 1885 12 5 弁明僧徒立十種国益

第三　扶危救難
佐田介石 19

24 1885 12 5 天狗説(接続) 大内青巒 22 雑誌内「天狗説(前続)　大内青巒演」
24 1885 12 5 哲学一斑

天帝在否
天野為之 25 雑誌内「哲学一斑(接続)　文学士　天野為之」

24 1885 12 5 雑録 好生問答はしがき 福田行誡 29
24 1885 12 5 雑録 墨川大法会香語 関無学 30 雑誌内「妙心寺派管長　関無学」
24 1885 12 5 雑録 三夜荘之記 藤沢南岳 30 雑誌内「南岳　藤沢恒選」
24 1885 12 5 雑録 北京客舎作一百韻 小栗栖香頂 31 雑誌内著者名「蓮舶」
24 1885 12 5 雑録 詩歌 32
24 1885 12 5 詩歌 奉拝礼善光寺如来恭賦短偈擬謝恩 島地雨田 32 島地黙雷
24 1885 12 5 詩歌 福泉寺庭上聞水偶成 32 著者名なし
24 1885 12 5 詩歌 歳暮 福田行誡 32
24 1885 12 5 雑録 哲言 32 著者名なし
25 1886 1 5 新年の感 島地黙雷 1 雑誌内「新年の感(一月一日草)」
25 1886 1 5 東京大学印度哲学科業書改正旨趣 原坦山 3 雑誌内「原坦山草」
25 1886 1 5 鳥尾得庵居士ニ贈書 原坦山 4
25 1886 1 5 病間剰語　第二艸 大内青巒 4 雑誌内「藹々居士稿」

25 1886 1 5 建立得失 福田行誡 14 雑誌内「増上寺老首座沙門行誡」
25 1886 1 5 楮庵燕語(七則) 小林日昇 17

25 1886 1 5 笠原研寿手簡 南條文雄 19 雑誌内「南條文雄妙」

25 1886 1 5 因果論下 佐々木狂介 22

25 1886 1 5 雑録 三徳講序言 山岡鉄舟 29
25 1886 1 5 雑録 濹江泛舟修大施餓鬼法会疏 養鸕徹定 29 雑誌内「華頂山　順徹定選」

25 1886 1 5 雑録 王法論跋 鳥尾得庵 30
25 1886 1 5 雑録 五畳亜児碧行之韻悼香山老師並引 南條文雄 30 雑誌内　文末に「南條文雄識」
25 1886 1 5 雑録 詩歌三首 31
25 1886 1 5 詩歌 元旦即事 島地縮堂 31 島地黙雷
25 1886 1 5 詩歌 新年口占 新居容月 31
25 1886 1 5 詩歌 新年 高岡増隆 32
25 1886 1 5 雑録 諺問答 中山道人集 32
25 1886 1 5 雑録 哲言三個 32 無量寿経、孔子、西人諺
26 1886 2 5 三縁山大学林火後試験垂示 福田行誡 1 雑誌内　文末に氏名
26 1886 2 5 病間剰語　第二艸(接続) 大内青巒 2 雑誌内「藹々居士稿」

26 1886 2 5 断常二見論 鳥尾得庵 7
26 1886 2 5 識変の理 吉谷覚寿 10

26 1886 2 5 世界万国ヲシテ悉ク僧タラシメント欲ス 榊原精二 12
26 1886 2 5 名義説質和敬会員各位 瀧谷琢宗 14
26 1886 2 5 印度ヨリ来書 南條文雄 16

26 1886 2 5 歳寒窓放言(二則) 虞淵老人 18
26 1886 2 5 禅客問答 原坦山 21
26 1886 2 5 真宗教旨 小栗栖香項 22 豊後　小栗栖香頂編集　加賀　石川舜台校閲
26 1886 2 5 病中教話 渓口一蔵 25 雑誌内「渓口雲痕居士」

26 1886 2 5 雑録 大日本国教論序 岩下方平 30

26 1886 2 5 雑録 散斬克小文典序 石川舜台 30
26 1886 2 5 雑録 夢説 江藤新平 31
26 1886 2 5 雑録 詩歌四首 31

26 1886 2 5 詩歌 丙戌元旦 福田行誡 31
26 1886 2 5 詩歌 八宗綱要開講偈 31 著者名なし

26 1886 2 5 詩歌 梅花題書 平野五岳 31
26 1886 2 5 詩歌 丙戌元旦 石村桐陰 31
26 1886 2 5 詩歌 年のはじめ薬王ぼさつ品よみてよめる 行誡 32
26 1886 2 5 詩歌 いぬとしと申す古き歌を思ひ出て 行誡 32
26 1886 2 5 雑録 諺問答(接続) 32
26 1886 2 5 雑録 哲言三個 32
27 1886 3 5 造立道場の説 福田行誡 1 文末に氏名
27 1886 3 5 病間剰語　第二艸(接続) 大内青巒 3 雑誌内「藹々居士稿」
27 1886 3 5 笠原研寿手簡 南條文雄 5 雑誌内「南條文雄抄」
27 1886 3 5 断常二見論(接続) 鳥尾得庵 9

27 1886 3 5 自由宗教 渥美契縁 11
27 1886 3 5 楮庵燕語(六則) 小林日昇 13
27 1886 3 5 妙法 原坦山 15
27 1886 3 5 真宗教旨(承前) 小栗栖香頂 15 雑誌内「真宗教旨(接続)」
27 1886 3 5 病中教語(接続) 渓口一蔵 19 雑誌内「渓口雲痕居士」
27 1886 3 5 因明大意 雲英晃耀 21

23 1885 11 5 哲学一斑
天帝在否

天野為之 25 雑誌内「文学士　天野為之」

23 1885 11 5 仏教論評
第六章　仏教は純粋なる宗教なる事

石川舜台 19

24 1885 12 5 教義略答(承前)
第四　修道　　第六　宗旨来歴
第七　神鬼　　第八　所依仏教

干河岸貫一　記 14 雑誌内「教義略答(接続)」

原坦山 1 雑誌内「原坦山稿」

24 1885 12 5 哲学要領
第六段　希臘哲学第一

井上円了

24 1885 12 5 仏教実帰第五
学問宗教の極点を論ず

6 雑誌内「井上甫水」

弁明僧徒立十種国益
　

佐田介石 23

25 1886 1 5 哲学要領
第七段　希臘哲学第二

井上円了 8 雑誌内「井上甫水」

25 1886 1 5 桐陰叢語
一矢限リ　戯場観念

石村貞一 13 雑誌内「桐陰居士」

25 1886 1 5 国学弁疑
海宮弁

鈴木定金 11 文末に氏名表記

26 1886 2 5 哲学要領
第七段　希臘哲学第二(接続)

井上円了 4 雑誌内「井上甫水」

25 1886 1 5 哲学一斑
天帝在否

天野為之 23 雑誌内「哲学一斑(接続)　文学士　天野為之」

25 1886 1 5 弁明僧徒立十種国益
第四　創産桑茶ノ功　第五　教授伝続ノ功

佐田介石 21

26 1886 2 5 哲学一斑
天帝在否

天野為之 27 雑誌内「哲学一斑(接続)　文学士　天野為之」

27 1886 3 5



27 1886 3 5 雑録 本願寺大教校開筵式文 養鸕徹定 30 雑誌内「本願寺大教校開筵式祝文」
27 1886 3 5 雑録 進道初門序 瑕丘宗興 31 雑誌内「東湖　瑕丘宗興」
27 1886 3 5 雑録 読王法論 中村正直 31 雑誌内「中村正直選」
27 1886 3 5 雑録 詩歌十一首 31
27 1886 3 5 詩歌 待花題国憲汎論 東洋居士小野梓 31
27 1886 3 5 詩歌 悼故東洋小野居士次其自著国憲汎論題詩之韻 島地雨田 32 島地黙雷
27 1886 3 5 詩歌 吊故会員青蔭禅師及東洋小野居士 碩果南條文雄 32
27 1886 3 5 詩歌 悼青蔭禅師二首 晦巌辻顕高 32
27 1886 3 5 詩歌 悼故会員小野君 晦巌辻顕高 32
27 1886 3 5 詩歌 東洋居士のみまかりしをききて　二首 吉堀慈恭 32
27 1886 3 5 詩歌 追悼 福田行誡 32

27 1886 3 5 雑録 哲言五個 32 珱珞本業経、老子、ガアティ氏、西諺

28 1886 4 5 住持仏法仏像弁 吉堀慈恭 5

28 1886 4 5 笠原研寿手簡 南條文雄 7 雑誌内「南條文雄抄」
28 1886 4 5 善光寺如来考 石村貞一 10
28 1886 4 5 内外撮要生起集説 阿満得聞 11 雑誌内「阿満得聞　述」
28 1886 4 5 善ヲ行フニ急ナル東西一轍 大内青巒 14 雑誌内「大内青巒稿」
28 1886 4 5 歳寒窓放言(三則) 虞淵老人 15
28 1886 4 5 護法布教何レカ今日ニ切実ナル 島地黙雷 18 雑誌内「嶋地黙雷」
28 1886 4 5 開化論ノ一 渥美契縁 23

28 1886 4 5 雑録 新図一百幅五百羅漢縁起 福田行誡 30 文末に氏名
28 1886 4 5 雑録 熱海誌跋 小野梓 31

28 1886 4 5 雑録 破邪新論序 南條文雄 31
28 1886 4 5 雑録 詩歌七首 32
28 1886 4 5 詩歌 失題 平野五岳 32
28 1886 4 5 詩歌 偶成 秋月橘門 32
28 1886 4 5 詩歌 近製 福田行誡 32
28 1886 4 5 詩歌 題鉄翁書譜 大内青巒 32
28 1886 4 5 詩歌 残雪和敬会兼題 福田行誡 32

28 1886 4 5 雑録 哲言三個 32 遺教経言、蘇東坡、西諺伝
29 1886 5 5 不改為性 島地黙雷 1 雑誌内「不改為性監獄教題三十条第四　嶋地黙雷」
29 1886 5 5 善光寺如来考 石村貞一 3 雑誌内「善光寺如来考(接続)」
29 1886 5 5 笠原研寿手簡 南條文雄 5 雑誌内「南條文雄抄」
29 1886 5 5 随筆一則 小野梓 7 雑誌内「小野東洋居士」
29 1886 5 5 生滅説 佐治実然 8 雑誌内「生滅説(仏教講談会演説)　佐治実然」
29 1886 5 5 住持仏法仏像弁 吉堀慈恭 11 雑誌内「住持仏法仏像弁(接続)」
29 1886 5 5 内外撮要生起集説 阿満得聞 14 雑誌内「内外撮要生起集説(接続)阿満得聞述」

29 1886 5 5 夫婦同伴の利益を論す 大内青巒 18 雑誌内「大内青巒述」
29 1886 5 5 婆言七条 西有穆山 21 雑誌内「婆言七条(敲唱会ニ於テ」

29 1886 5 5 開化論の二 渥美契縁 24

29 1886 5 5 雑録 仏教問答緒言 赤松連城 31 文末に氏名

29 1886 5 5 雑録 自語相違序 干河岸貫一 31 雑誌内「自語相違題辞」
29 1886 5 5 雑録 時得抄序 原坦山 32
29 1886 5 5 雑録 詩歌六首 32
29 1886 5 5 詩歌 寄妙法院主(臨終前日作) 唯我韶舜 32
29 1886 5 5 詩歌 挽一乗菩薩比丘韶舜大和尚 妙法院主村田寂順 32
29 1886 5 5 詩歌 妙法院主へ贈(前同断)三月二十九日 唯我韶舜 32
29 1886 5 5 詩歌 無題以下三首編者へ親授せらる 八十一　行誡 32
29 1886 5 5 詩歌 樹下石上 八十一　行誡 32
29 1886 5 5 詩歌 浪(亦老音通) 八十一　行誡 32
29 1886 5 5 雑録 哲言二個 32 求邦跋摩三蔵遺文、西諺

30 1886 6 5 修体説 笠原研寿 3 雑誌内「僧墨　笠原研寿遺稿」

30 1886 6 5 仏教の西漸 赤松連城 7 雑誌内「榕陰道人」
30 1886 6 5 善光寺如来考(接続) 石村貞一 10
30 1886 6 5 葬送論序 秋月橘門 13 雑誌内文末に「劉伯起選」

30 1886 6 5 葬送論 島地黙雷 14 雑誌内「益渓黙雷述」
30 1886 6 5 楮菴燕語(七則) 小林日昇 15

30 1886 6 5 和敬議 鳥尾得庵 19 雑誌内「和敬議(明道協会ニ於テ)鳥尾得庵演」

30 1886 6 5 雑録 育児院祈願式祝文 福田行誡 29 雑誌内「増上寺沙門釈行誡」
30 1886 6 5 雑録 得庵詩文序 中村正直 30 雑誌内「敬宇　中村正直選」
30 1886 6 5 雑録 破邪新論序 大内青巒 30 雑誌内「I藹々居士　大内青巒」
30 1886 6 5 雑録 太平洋舟中雑詩 南條文雄 31 雑誌内「南條碩果」

30 1886 6 5 雑録 詩歌三首 32
30 1886 6 5 詩歌 河野居士育児尽力随喜感賞賦一絶贈之 三縁老衲　行誡 32

30 1886 6 5 詩歌 偶成 島地雨田 32
30 1886 6 5 詩歌 題不二山 山岡鉄舟 32
30 1886 6 5 雑録 諺問答(承前) 32
30 1886 6 5 雑録 哲言三個 32 雑誌内「中陰経偈のつくり、荘子、西諺」
31 1886 7 5 六合釈略弁 南條文雄 1 雑誌内「南條文雄選」

31 1886 7 5 仏教ニ付テノ疑問ニ答フ 吉谷覚寿 5

第六　創造和訓令便日用の功

27 1886 3 5 哲学一斑(接前)
天帝在否

天野為之 26 雑誌内「哲学一斑(接続)　天野為之」

28 1886 4 5 哲学要領
第七段　希臘哲学第二(接続)

井上円了 2

31 1886 7 5 無尽蔵論
斬文篇

鳥尾得庵 4

30 1886

27 1886 3 5 詩歌 曹洞局に和敬会のうたけしける時故青蔭大禅師の
愛たまひし梅の花咲ろめたるを見て

吉堀慈恭 32

27 1886 3 5 詩歌 故青蔭雪鴻大禅師及小野東洋居士の手向に残雪
の題をもてよめる

吉堀慈恭 32

雑誌内「井上甫水」

28 1886 4 5 小崎弘道氏仏教に付ての疑問に答 原坦山 1 雑誌内「二月二十二日東京大学哲学会演説
原坦山稿」

28 1886 4 5 哲学一斑(接続)
天帝在否

天野為之 27 雑誌内「哲学一斑(前講ノ続キ)文学士　天野為之」

28 1886 4 5 僧徒弁明立十種国益
第七　開勝地名場令其地繁昌ノ功

佐田介石 24

鳥尾得庵 17 雑誌内「無尽蔵論得庵詩文巻二」

29 1886 5 5 弁明僧徒立十種国益
第八　勧善懲悪の実効を奏する功
第九　興銅山銅工之益通山林百工之利の功

佐田介石 25

6 5 仏教実帰第六
印度哲学の実験

29 1886 5 5

29 1886 5 5 無尽蔵論
宝刀篇

30 1886 6 5 鑑書会演説
書題に仏教を川ゆるの得失

フェロノサ 18 雑誌内「鑑書会演説大意(筆記)」

原坦山 1 雑誌内「原坦山稿　明治十九年五月九日東京学士
会院演説」

30 1886 6 5 哲学要領
第八段　希臘哲学第三

井上円了 5 雑誌内「井上甫水」

哲学一斑(接続)
天帝在否

天野為之 27

30 1886 6 5 哲学一斑(接続)
天帝在否

天野為之 26

30 1886 6 5 弁明僧徒立十種国益
第十　広開神社創令人民祭拝神祇之法の功

佐田介石 22



31 1886 7 5 内外撮要生起集説 阿満得聞 9 雑誌内「内外撮要生起集説(接続)」

31 1886 7 5 歳寒窓放言(五則) 虞淵老人 12
31 1886 7 5 葬送論(接続) 島地黙雷 14 雑誌内「黙雷述」
31 1886 7 5 出家功徳 大内青巒 19 雑誌内「I藹々居士　大内青巒」
31 1886 7 5 寄水谷君書簡 マーバランカ 21 文末に氏名

31 1886 7 5 耶蘇教一夕話 島地黙雷 27 雑誌内「島地黙雷講述　門人某等筆記」
31 1886 7 5 雑録 哲学祭告文 井上円了 29 雑誌内「哲学祭告文(略抄)井上甫水」
31 1886 7 5 雑録 四聖像賛 中村正直 30 雑誌内「敬宇　中村正直選」

31 1886 7 5 雑録 送寺田望南為僧赴西京序 重野安繹 30 雑誌内「成斉　重野安繹」
31 1886 7 5 雑録 題芍薬戯蝶図 原坦山 31 雑誌内「原鶴巣」
31 1886 7 5 雑録 詩歌五首 31
31 1886 7 5 詩歌 桜池詩三首 福田行誡 31
31 1886 7 5 詩歌 卜居作 榊原精二 31

31 1886 7 5 詩歌 地獄 福田行誡 32
31 1886 7 5 雑録 諺問答(接続) 32

31 1886 7 5 雑録 哲言三個 32 華厳経、列子、西諺
32 1886 8 5 六合釈略弁(接続) 南條文雄 1
32 1886 8 5 宗教ノ前途 西村茂樹 5 雑誌内「宗教ノ前途十九年四月十日西村茂樹講演」

32 1886 8 5 楮菴燕語(七則) 小林日昇 13
32 1886 8 5 葬送論 島地黙雷 15 雑誌内「迷葬論(接続)　黙雷述」
32 1886 8 5 彜倫始終論 大洲鉄然 19 雑誌内「彜倫終始論　大洲石堂」
32 1886 8 5 贈北京僧頓濶爾呼図克図書 小栗栖香頂 20

32 1886 8 5 耶蘇教一夕話 島地黙雷 26 雑誌内「耶蘇教一夕話(接続)　島地黙雷述」

32 1886 8 5 雑録 大般若経書写跋 福田行誡 29
32 1886 8 5 雑録 修身一斑序 鳥尾得庵 29
32 1886 8 5 雑録 釈教文粋序 石村貞一 29
32 1886 8 5 雑録 読林学協会集誌 養鸕徹定 30 雑誌内「華項山　松翁」
32 1886 8 5 雑録 詩歌十二首 30
32 1886 8 5 詩歌 得菴詩文巻之一抄　姪 三輪清吉編 30
32 1886 8 5 詩歌 失題 31 著者名なし
32 1886 8 5 詩歌 王師征台湾有感 31 著者名なし

32 1886 8 5 詩歌 失題 31 著者名なし
32 1886 8 5 詩歌 有馬山中 31 著者名なし
32 1886 8 5 詩歌

墨江賞花
レ 31 著者名なし

32 1886 8 5 詩歌 初夏 31 著者名なし
32 1886 8 5 詩歌 隠居題十首之一 福田行誡 31
32 1886 8 5 詩歌 哭柳祐久君 南條文雄 31
32 1886 8 5 詩歌 世路如夢 籠手田安定 31
32 1886 8 5 詩歌 生者必滅 籠手田安定 31
32 1886 8 5 雑録 諺問答(接続) 32 著者名なし
32 1886 8 5 雑録 哲言五個 32 報恩経、孔子、孟子、西諺
33 1886 9 5 宗旨ノ事(其一) 福田行誡 1 雑誌内「行誡上人講義」
33 1886 9 5 無我ト云コト(其二) 福田行誡 2
33 1886 9 5 六合釈略弁追加 南條文雄 4

33 1886 9 5 宗教の前途(接続) 西村茂樹 8 雑誌内「西村茂樹講演」
33 1886 9 5 歳寒窓放言(三則) 虞淵老人 13

33 1886 9 5 白説和敬弁緒言 大崎行智 15 雑誌内「緒言」文末「密乗苾蒭行智識」
33 1886 9 5 四大白説 釈雲照 15 雑誌内「苾蒭雲照鈔出」

33 1886 9 5 達摩波陀の事 笠原研寿 17 雑誌内「僧墨笠原研寿遺稿」

33 1886 9 5 耶蘇教一夕話(承前) 島地黙雷 26 雑誌内「耶蘇教一夕話(接続)　島地黙雷述」
33 1886 9 5 雑録 千葉感化院設立大意 29 著者名なし
33 1886 9 5 雑録 送寺田望南赴西京本願寺席上分韻 中村敬宇 30
33 1886 9 5 雑録 真宗大意序 金玉均 30 雑誌内著者名なし
33 1886 9 5 雑録 詩歌五首 31
33 1886 9 5 詩歌 咏窓蛍 福田行誡 31
33 1886 9 5 詩歌 雲 秋月橘門 31
33 1886 9 5 詩歌 登楞伽山 松本白華 31

33 1886 9 5 詩歌 暁かたに 福田行誡 31
33 1886 9 5 雑録 諺問答(承前) 32 著者名なし
33 1886 9 5 雑録 哲言　個 32 不増不减経、唯識論、荘氏、シセロ
33 1886 9 5 附録 第一回　点取文募集応募ノ文 点取文募集主幹者敬白 1
33 1886 9 5 附録 僧侶今時学問ノ仕方 加賀　三島湖東 1
33 1886 9 5 附録 僧侶を区分すべし S.S. 3
33 1886 9 5 附録 寺僧に望む 芝一居士 3
33 1886 9 5 附録 鉄舟居士の書 憂楽老人 4
33 1886 9 5 附録 第二の日本語 自由散人 4
33 1886 9 5 附録 坊主頭にシャッポ 頑固生 4
33 1886 9 5 附録 僧侶宜く小学教師を兼ぬ可し C.M. 4

33 1886 9 5 附録 仏教大意一言の問(一) 谷水一郎 4
33 1886 9 5 附録 同上答(一) S.M. 4
33 1886 9 5 附録 漢字に反点起原の問(二) 愛民生 4
34 1886 10 5 書ハ読ム可シ(其三) 福田行誡 1 雑誌内「行誡上人講義要撮」
34 1886 10 5 小乗ノ事(其四) 福田行誡 2
34 1886 10 5 六和敬弁 釈雲照 3 雑誌内「六和敬弁六和敬ト者僧実ノ名義ナリ」

34 1886 10 5 楮菴燕語(八則) 小林日昇 10
34 1886 10 5 大乗非仏説ノ論者ニ告ク 吉谷覚寿 12
34 1886 10 5 大日本大聖伝凡例 16 著者名なし、目次になし

34 1886 10 5 殿と様 石村貞一 21

33 1886 9 5 無尽蔵論
儒仏篇

鳥尾得菴

31 1886 7 5 弁明僧徒立十種国益
第十　広開神社創令人民祭拝神祇之法の功

佐田介石 25

32 1886 8 5 弁明僧徒立十種国益(接続)
第十　広開神社創令人民祭拝神祇之法の功

佐田介石 23

32 1886 8 5 哲学要領
第九段　近世哲学第一

井上円了 10 雑誌内「井上甫水」

33 1886 9 5 詩歌 江の島にて大般若経よめるに読める此の二首編
者へ親授

福田行誡 31

7

33 1886 9 5 懲役囚徒の心得　第一回
犯罪は社会の病痾なる事

鳥尾得庵 22 雑誌内著者名なし

33 1886 9 5 附録 漁夫　酔臥蘆花渚　醒来月下風　不関人世事
心在網綸中(節堂逸史遺稿)

新居要寄送 4

33 1886 9 5 附録 読信施論有感　恰如牛馬喫羹飯　未識須彌一粒重
今読此論不成道　可知堕在三途中

杉田神鳥子 4

33 1886 9 5 附録 西京建仁寺　白画清閑祗樹林　唯聞梵唄和松琴
老僧休箒談禅理　寺是建仁宗仏心

松山如雲 4

33 1886 9 5 附録 詠蚤示異教者　飛触枕頭来冒茵　暗中親我悩身神
通宵展転無安息　造物者功何不仁

菊池湛隆 4

34 1886 10 5 大日本大聖伝
亦聖徳太子索隠

佐田介石 18 雑誌内「肥後　佐田介石　選」

34 1886 10 5 哲学要領
第十段　近世哲学第二

井上円了 7 雑誌内「井上甫水」

34 1886 10 5 懲役囚徒の心得　第二回
社会成立の由来

22 著者名なし　鳥尾得庵？



34 1886 10 5 耶蘇教一夕話(接続) 島地黙雷 25 雑誌内「島地黙雷述」
34 1886 10 5 雑録 真宗私立教育会趣意書 28 著者名なし
34 1886 10 5 雑録 夢癖集序 原坦山 29
34 1886 10 5 雑録 法華経大意鈔序 ゼームス 30 文末に著者名
34 1886 10 5 雑録 仏教講談蒐録序 小栗栖香頂 30 雑誌内文末に「病僧香頂」
34 1886 10 5 雑録 詩歌 31

34 1886 10 5 詩歌 相州途上 31 著者名なし
34 1886 10 5 詩歌 函嶺山中二首 31 著者名なし
34 1886 10 5 詩歌 清見寺 31 著者名なし
34 1886 10 5 詩歌 濱松途上遇雨 31 著者名なし
34 1886 10 5 詩歌 過桶狭間 31 著者名なし
34 1886 10 5 詩歌 謁伊勢廟神風歌 31 著者名なし
34 1886 10 5 詩歌 長谷寺 31 著者名なし
34 1886 10 5 詩歌 到浪華卜居城南天王寺村 32 著者名なし
34 1886 10 5 詩歌 般若心経咒のこころ編者へ親授 坦山 32 原坦山
34 1886 10 5 雑録 諺問答(接続) 32
34 1886 10 5 雑録 哲言個 32 仁王経、老子、西諺
35 1886 11 5 悉有仏性説真宗内試通題之一 島地黙雷 1 雑誌内「島地黙雷講説」

35 1886 11 5 歳寒窓放言(五則) 虞淵老人 10
35 1886 11 5 古徳ノ兼学(其五) 福田行誡 12 雑誌内「行誡上人講義要撮」
35 1886 11 5 仏法ト世法(其六) 福田行誡 13
35 1886 11 5 心用分限 吉谷覚寿 14 雑誌内「東京仏教講談会本部ニ於テ講演」

35 1886 11 5 弁心 原坦山 21
35 1886 11 5 大日本大聖伝(接続) 佐田介石 21
35 1886 11 5 耶蘇教一夕話(承前) 島地黙雷 27 雑誌内「耶蘇教一夕話(接続)　島地黙雷述」
35 1886 11 5 雑録 各地正午差異比較表 29 著者名なし
35 1886 11 5 雑録 跋十二因縁図 養鸕徹定 30 雑誌内「跋十二因縁図為某氏　華頂山松翁識」
35 1886 11 5 雑録 合刻詠帰幹事客楼雑詩序 中村敬宇 30 雑誌内「敬宇中村正直選」
35 1886 11 5 雑録 幽室文稿序 鳥尾得庵 31 雑誌内著者名なし
35 1886 11 5 雑録 詩歌三首 31
35 1886 11 5 詩歌 見真大師 五岳 31
35 1886 11 5 詩歌 慧燈大師 五岳 31

35 1886 11 5 雑録 諺問答(接続) 32
35 1886 11 5 雑録 哲言三個 32 円覚経、管子、西諺
36 1886 12 5 悉有仏性説(接続) 島地黙雷 1 雑誌内「島地黙雷講説」

36 1886 12 5 楮菴燕語(六則) 小林日昇 6
36 1886 12 5 講苑雑記(其七) 福田行誡 8 雑誌内「行誡上人講義要撮」
36 1886 12 5 信ノ事(其八) 福田行誡 10

36 1886 12 5 大日本大聖伝附(接続)、馬子の雪冤 佐田介石 15
36 1886 12 5 雑録 三宝供養開筵疏 養鸕徹定 18 雑誌内「知恩院　順　徹定」

36 1886 12 5 雑録 題風外老人虎図 原坦山 20 雑誌内「龍海院蔵雲師所蔵」
36 1886 12 5 雑録 詩歌五首 20
36 1886 12 5 詩歌 歳抄吟三首 真壁北山 20
36 1886 12 5 詩歌 たくはつ物名 福田行誡 20
36 1886 12 5 詩歌 歳暮述懐 福田行誡 20
36 1886 12 5 雑録 哲言三個 20 出曜経、佐藤一斎、西諺
36 1886 12 5 宗教及道徳 中西牛郎 21

37 1887 1 5 成住壊空説真宗内試通題之三 島地黙雷 1 雑誌内「島地黙雷講説」

37 1887 1 5 年玉一章 小野梓 10 雑誌内「小野東洋遺稿」
37 1887 1 5 論国教定置之弊 小野梓 12 雑誌内「東洋学人小野梓選遺稿」

37 1887 1 5 雑録 溺死者追吊会拈香法語 瀧谷琢宗 19
37 1887 1 5 雑録 釈教文粋序 中村敬宇 19
37 1887 1 5 雑録 周鼎歌 鳥尾得庵 20
37 1887 1 5 雑録 詩歌二首 20
37 1887 1 5 詩歌 元且作 行誡 20
37 1887 1 5 詩歌 羅漢供に梅につけたる 行誡 20
37 1887 1 5 雑録 哲言三個 20 菩薩行、呂子、ナポレオン
37 1887 1 5 宗教及道義(接続) 中西牛郎 21 雑誌内「宗教及道義(其四)～(其五)」

37 1887 1 5 僧侶を小学教員に用ゆる事 30 雑誌内「時事新報明治十九年九月二十日発行」
37 1887 1 5 共立女子職工学校設立趣意書 32
37 1887 1 5 小学校講話会 C.M. 32
38 1887 2 5 成住壊空説(接続) 島地黙雷 1 雑誌内「島地黙雷講説」

38 1887 2 5 精神の衛生法 佐々木東洋 5
38 1887 2 5 楮菴燕語(八則) 小林日昇 7
38 1887 2 5 哲学道中記 井上円了 9 雑誌内「哲学道中記原文は羅馬字」
38 1887 2 5 化益と云ふ　(其九) 福田行誡 13 雑誌内「行誡上人講義要撮」
38 1887 2 5 鑑真和尚伝記の事(其十) 福田行誡 13
38 1887 2 5 雪窓答問(接続) 福田行誡 14 雑誌内「行誡上人法話」
38 1887 2 5 雑録 頒典教社規則緒言 18 著者名なし
38 1887 2 5 雑録 涅槃義序 島地黙雷 19
38 1887 2 5 雑録 七畳亜児碧行之韻題髪繍曼陀羅為国東翻迷師 南條文雄 19 雑誌内「明治十九年十月八日作　南條碩果」
38 1887 2 5 雑録 和歌三首 20

34 1886 10 5 詩歌 庚辰四月請間養痾移居浪華以十七日発東京賦一
絶留別諸友

鳥尾得菴 31

35 1886 11 5 哲学要領
第十段　近世哲学第二(接続)

井上円了 7 雑誌内「井上甫水」

35 1886 11 5 印度哲学雑誌第三
梵語ト希臘トノ関係等

南條文雄 3 雑誌内「南條文雄記」

35 1886 11 5 詩歌 廃寺井尾山長福寺の本尊を元性寺へむかへ奉つ
る所謂を詠める長歌同反歌

吉堀慈恭 31

35 1886 11 5 懲役囚徒の心得　第三回
刑罰は小害を以て大害を防ぐの術なる事

17 著者名なし　鳥尾得庵？

36 1886 12 5 無尽蔵論
無名篇

鳥尾得庵 6

36 1886 12 5 哲学要領
第十二段　近世哲学第二(接続)

井上円了 3 雑誌内「井上甫水」

36 1886 12 5 雑録 六畳亜児碧行之韻贈白川琴水女史並引 南條文雄 19

36 1886 12 5 懲役囚徒の心得　第四回
罪犯の種類及罪犯は社会の公敵なる事

11 著者名なし　鳥尾得庵？

37 1887 1 5 印度哲学雑誌第三
梵語と希臘語との関係等(接続)

南條文雄 3 雑誌内「南條文雄記」

36 1886 12 5 周遊雑記(宗教道徳の部)
仏、儒、耶蘇、三教の性質及ひ其領分の広狭宗教
の必要及ひ三教の長所短所
宗教の入要なる場合

矢野文雄 27

37 1887 1 5 雪窓答問 福田行誡 16 雑誌内「前の乞食沙門行誡演説
(本稿明治九年一月起草)門弟子　循誘等筆記」

37 1887 1 5 哲学要領
第十段　近世哲学第二(接続)
第十一段　近世哲学第三

井上円了 6 雑誌内「井上甫水」

38 1887 2 5 無尽蔵論
地獄篇

鳥尾得庵 4

37 1887 1 5 周遊雑記(接続)
三教の中孰れか人智の進むに従て最も改良を受け
たる
宗教改良の次第、道徳世界の取締

24 雑誌内「下巻の内郵便報知新聞明治十九年九月二十五日
二十六日発行　宗教道徳の部(続)」



38 1887 2 5 詩歌 いのとし元旦編者へ扇面に親授、外二首 行誡 20
38 1887 2 5 雑録 哲言三個 20 坐禅三昧経、淮南子、西諺
38 1887 2 5 宗教及道義(接続) 中西牛郎 21

39 1887 3 5 哲学道中記(承前) 井上円了 4
39 1887 3 5 歳寒窓放言(六則) 虞淵老人 7
39 1887 3 5 雪窓答問(接続) 福田行誡 9 雑誌内「行誡上人法話」
39 1887 3 5 耶蘇教一夕語(承前) 島地黙雷 13 雑誌内「島地黙雷述」
39 1887 3 5 雑録 狂斎骨人会葬図之記 福田行誡 16
39 1887 3 5 雑録 心地観経跋 鳥尾得庵 16
39 1887 3 5 雑録 送南條文雄遊天竺　序 小栗栖香頂 18 雑誌内「明治二十年一月十一日　小栗栖蓮舶」
39 1887 3 5 雑録 感化院記 総生寛 19 雑誌内「古道人　総生寛」
39 1887 3 5 雑録 詩歌五首 20
39 1887 3 5 詩歌 題福禄寿 行誡 20
39 1887 3 5 詩歌 天馬歌 20 著者名なし
39 1887 3 5 詩歌 題得庵 20 鳥尾得庵？
39 1887 3 5 詩歌 坐禅 20 著者名なし
39 1887 3 5 詩歌 池水波静 吉堀慈恭 20
39 1887 3 5 雑録 哲言四個 20 法華経、智度論、光武、ナビール
39 1887 3 5 宗教及道義(接前) 中西牛郎 21

39 1887 3 5 服制に付皇后陛下思食書 31 雑誌内「服制に付思食書」
1887 3 5 日本歴史歌 福羽美静 32

40 1887 4 5 古印度ノ文法起源 南條文雄 1 雑誌内「古印度語の文法起源文法会に於て演説」

40 1887 4 5 哲学道中記(承前) 井上円了 6 雑誌内「文学士　井上円了」
40 1887 4 5 楮菴燕語(七則) 小林日昇 9
40 1887 4 5 真宗大意 渥美契縁 11
40 1887 4 5 雪窓答問(接続) 福田行誡 13
40 1887 4 5 耶蘇教一夕話(接前) 島地黙雷 16 雑誌内「耶蘇教一夕話(承前)　島地黙雷述」
40 1887 4 5 雑録 教海美譚序 島地黙雷 19
40 1887 4 5 雑録 新鋟枳橘易土集序 養鸕徹定 19 雑誌内「浄土門主　順徹定選」
40 1887 4 5 雑録 帝王護法録序 中村敬宇 20
40 1887 4 5 雑録 詩歌三首 20
40 1887 4 5 詩歌 陸前信行禅師見贈其所選微糧談一部臨別述偈 福田行誡 20 雑誌内「増上寺　老比丘　行誡」
40 1887 4 5 詩歌 庸行誡大和尚芳韻送信行上人帰陸前 金龍山主　詔舜 20
40 1887 4 5 詩歌 竹 福田行誡 20 雑誌内「八十一　行誡」
40 1887 4 5 雑録 哲言三個 20 礼記、省心録、ラスキン

40 1887 4 5 王政復古歌 物集高見 32 雑誌内「王政復古琵琶の歌　物集高見作」
41 1887 5 5 身体作用 島地黙雷 1 雑誌内「身体作用監獄教題三十条第五」
41 1887 5 5 洛日克と因明との異同 西村茂樹 3

雑誌内「洛
ロジック

日克と因明との異同　西村茂樹講術」
41 1887 5 5 哲学道中記(承前) 井上円了 8 雑誌内「文学士　井上円了」
41 1887 5 5 歳寒窓放言(五則) 虞淵老人 11

41 1887 5 5 与或人論学書 鳥尾得菴 19
41 1887 5 5 耶蘇教一夕話(接続) 島地黙雷 19 雑誌内「耶蘇教一夕話(承前)　島地黙雷述」
41 1887 5 5 雑録 開校式垂示 福田行誡 22
41 1887 5 5 雑録 題雨窓読史稿後 原坦山 23 「題雨窓読史稿後(社中文会)」
41 1887 5 5 雑録 国師六百回忌啓白文 九条道孝 24
41 1887 5 5 雑録 詩歌四首 24
41 1887 5 5 詩歌 送三好重臣之東京重臣時進中将 鳥尾得菴 24
41 1887 5 5 詩歌 訪山県含雪於旅亭席上賦此 24
41 1887 5 5 詩歌 詩仙堂 24
41 1887 5 5 詩歌 常在霊山 24
41 1887 5 5 雑録 哲言四個 24 首楞厳経、溪荊、韓詩外伝、西諺

42 1887 6 5 価説 島地黙雷 1
42 1887 6 5 哲学道中記(承前) 井上円了 3
42 1887 6 5 楮菴燕語(九則) 小林日昇 5
42 1887 6 5 護国協会規約解説 鳥尾得菴 8 雑誌内「鳥尾得庵」

42 1887 6 5 雪窓答問(続) 福田行誡 16 雑誌内「雪窓答問(承前)行誡上人　演述」
42 1887 6 5 大日本大聖伝(接続) 佐田介石 19
42 1887 6 5 雑録 新開盲唖院祝文 養鸕徹定 20 雑誌内「養鸕徹定稿」

42 1887 6 5 雑録 三畳井上巽軒詩韻送寺田望南遊海外 南條文雄 21 雑誌内「碩果　南條文雄」
42 1887 6 5 雑録 詩歌十五首 23
42 1887 6 5 詩歌 山行吟 新居日薩 23

42 1887 6 5 詩歌 偶成 23 著者名なし
42 1887 6 5 詩歌 同 23 著者名なし
42 1887 6 5 詩歌 天王寺僧某招余勧般若湯席上賦此 23 著者名なし
42 1887 6 5 詩歌

吊静
二

間健助墓
　　一 24 著者名なし

42 1887 6 5 詩歌 感遇 24 著者名なし
42 1887 6 5 詩歌 世尊八相 福田行誡 24 著者名なし
42 1887 6 5 雑録 哲言三個 24 涅槃経、荘子、西諺

42 1887 6 5 皇后宮御製唱歌 32 著者名なし
42 1887 6 5 貧癩院共立緒言 32 著者名なし

39 1887 3 5 仏教の実帰第七
社会思想の変遷

原坦山 1 雑誌内「原坦山稿」
　　　　「二月十三日東京学士会院講演」

38 1887 2 5 周遊雑記(宗教部の続)
道の本源、及ひ立教の異同
道の本体、及ひ教義の二種族

28 雑誌内「明治十九年九月二十八日同二十九日郵便報知新
聞」

39 1887 3 5 周遊雑記(宗教道徳部)
四大教祖の立教布教の難易
服従教と平均との優劣

26 雑誌内「明治十九年九月三十日十月一日郵便報知新聞」

39 1887 3 5 印度文学雑誌第三
梵語と希臘語との関係等(接続)

南條文雄 2

40 1887 4 5 杞憂を誤る勿れ 中村正直 21 雑誌内「杞憂を誤る勿れ十九年六月十二日
中村正直　講演」

40 1887 4 5 無尽蔵論
秦火編

鳥尾得菴 5

41 1887 5 5 懲役囚徒の心得　第五回
軽罪者は重罪人を賤むへき事

14

40 1887 4 5 周遊雑記(宗教道徳部)
宗教、理科、智力の三世界の抵触
耶蘇教に対する西洋学士の胸中
内自から欺かずして耶蘇を奉し得へきや如何

矢野文雄 25 雑誌内「周遊雑記　下巻の内明治十九年十月二日
五日六日郵便報知新聞」

42 1887 6 5 懲役囚徒の心得　第六回
罪悪を千犯するの智慮は懼るるに足らざる事
及び盗賊の術は再び用ふへき者に非る事

12

41 1887 5 5 周遊雑記(宗教部の続)
理、智の二世界に抵触せずして風教を維持すべき教派あり
西洋の諸教派は多年ならずして全国に蔓延するの勢あり
目下の急務は速かに国教を定むるにあり

矢野文雄 25 雑誌内「周遊雑記　下巻の内明治十九年十月七日
八日九日郵便報知新聞」

42 1887 6 5 詩歌 余蔵古玉意馬心猿像愛玩不措以為至人不言教也
以贈藤沢南岳賦詩戯之

鳥尾得菴 23

42 1887 6 5 雑録 読拙堂文話 原坦山 21 雑誌内「読拙堂文話津帆侍読齋藤謙有終著前続共
　　　　　十六局合為八本　鶴巣　原坦山」

42 1887 6 5 モルモン宗の事及ひ其経典の由来 25 雑誌内「モルモン宗の事明治十九年十二月郵便報
知新聞西洋風俗記抄出」



43 1887 7 5 極楽を願ふ者何故に死を嫌ふか 井上円了 1 雑誌内「文学士井上円了口述　水渓智応　筆記」
43 1887 7 5 護国協会規約解説(続) 鳥尾得菴 5 雑誌内「鳥尾得庵」
43 1887 7 5 胆才識の説 島地黙雷 9
43 1887 7 5 歳寒窓放言(四則) 虞淵老人 10
43 1887 7 5 雪窓答問(接続) 福田行誡 12 雑誌内「雪窓答問(続)行誡上人　演述」

43 1887 7 5 大日本大聖伝(続) 佐田介石 20 雑誌内「大日本大聖伝(接続)」
43 1887 7 5 雑録 真言宗新義派大学林開校祝辞 大内青巒 24
43 1887 7 5 雑録 瞻礼聖徳太子古像記 養鸕徹定 25
43 1887 7 5 雑録 小野君墓銘 中村正直 25
43 1887 7 5 雑録 詩歌四首 26
43 1887 7 5 詩歌 題蓮書為留別親授編者 八十二　行誡 26
43 1887 7 5 詩歌 晩春 鳥尾得菴 26
43 1887 7 5 詩歌 行基菩薩 吉堀慈恭 26
43 1887 7 5 詩歌 契冲阿舎利 吉堀慈恭 26
43 1887 7 5 雑録 哲言四個 26 華厳経、法句経、老子、スマイルス

43 1887 7 5 皇后陛下の令旨 32 著者名なし
44 1887 8 5 印度哲学要領 原坦山 1 雑誌内「印度哲学要領帝国大学哲学会講演原坦山稿
44 1887 8 5 活物の説 石村貞一 2
44 1887 8 5 護国協会規約解説(続) 鳥尾得菴 4
44 1887 8 5 外教懼るるに足る 神原精二 7 雑誌内「榊原精二演説」

44 1887 8 5 哲学道中記(接続) 井上円了 13 雑誌内「哲学道中記(前続)」
44 1887 8 5 徳操を論す 渓口一蔵 16 雑誌内「徳操を諭す和敬会に於て講演　渓口雲根居士

44 1887 8 5 雑録 古鈴を贈る記 大内青巒 25
44 1887 8 5 雑録 校訂法苑珠林序 福田行誡 25
44 1887 8 5 雑録 題弘法大師書心経 中村敬宇 26
44 1887 8 5 雑録 詩歌五首 26
44 1887 8 5 詩歌 贈神原居士二首 五岳 26
44 1887 8 5 詩歌 贈五岳老師 神原精二 26
44 1887 8 5 詩歌 如大夢覚と云ることを今様にて 行誡 26
44 1887 8 5 詩歌 必至無上道の心を同じ今様にて 行誡 26
44 1887 8 5 雑録 哲言四個 26 涅槃経、無量寿経、スコルース、西諺
44 1887 8 5 入竺日記抄録 南條文雄 27
44 1887 8 5 慈愍小学校開校祝辞 高崎五六 31 雑誌内「東京府知事　高崎五六」
44 1887 8 5 同上 北澤正誠 32 雑誌内「慈愍小学校開校祝文」
45 1887 9 5 日本浄土宗縁起 福田行誡 1 雑誌内「日本浄土宗縁起英訳草案」
45 1887 9 5 護国協会規約解説(続) 鳥尾得菴 4 雑誌内「鳥尾得庵」
45 1887 9 5 キサゴタミの話 チャンブレン 7 雑誌内「ビーエッチ、チャンブレン」

45 1887 9 5 楮菴燕語(十三則) 小林日昇 12

45 1887 9 5 雑録 楽善会緒言 19 著者名なし
45 1887 9 5 雑録 竹処遺稿跋 島地黙雷 20 文末　「縮堂　黙雷稿」
45 1887 9 5 雑録 静岡県下清水港鉄舟寺記 養鸕徹定 20 雑誌内「華頂　松翁」
45 1887 9 5 雑録 詩歌六首 22
45 1887 9 5 詩歌 作薪歌並引 鳥尾得庵 22
45 1887 9 5 詩歌 古沢滋見贈鯨肉戯賦謝之 22 著者名なし
45 1887 9 5 詩歌 夏日 22 著者名なし
45 1887 9 5 詩歌 忘吾会席上 神原精二 22
45 1887 9 5 詩歌 水 吉堀慈恭 22
45 1887 9 5 詩歌 酒 吉堀慈恭 22
45 1887 9 5 雑録 哲言四個 22 法華経、遺教経、荘子外編、ソクラット
45 1887 9 5 我は造物主あることを信す 中村正直 23
45 1887 9 5 入竺日記抄録及詩稿 南條文雄 28 雑誌内「入竺日記抄録(前続)」
45 1887 9 5 哲学館開設の旨趣 井上円了 32
45 1887 9 5 附録 伝教書籍出版会社設立法案 C.M. 1 45編末に収録
46 1887 10 5 禍福来由 島地黙雷 1 雑誌内「禍福来由監獄教題三十条第六」
46 1887 10 5 東洋哲学意見 鳥尾得菴 2 雑誌内「鳥尾得庵居士口述」
46 1887 10 5 鳥尾得菴居士に贈る 原坦山 5 雑誌内「鳥尾得庵居士に贈る」

46 1887 10 5 歳寒窓放言(四則) 虞淵老人 8
46 1887 10 5 松浦亀艦 福田行誡 11 雑誌内「増上寺　福田行誡」

46 1887 10 5 雑録 仏教問答自序 オルゴット 24 雑誌内「エッチ、エス、オルゴット」
46 1887 10 5 雑録 三寿帖引 大内青巒 25 雑誌内「青巒居士　大内退」
46 1887 10 5 雑録 航西詩稿序 小栗栖香頂 25
46 1887 10 5 雑録 和歌二首 26
46 1887 10 5 和歌 松を咏して坦山禅師におくる 行誡 26
46 1887 10 5 和歌 行誡上人松を咏しておくられけるにこたへて 坦山 26
46 1887 10 5 雑録 哲言三個 26 涅槃経、荘子、モンテロース
46 1887 10 5 印度紀行詩(接続) 南條文雄 27
46 1887 10 5 貧困児童の教育を僧侶に依頼するの説 庵地保 29
46 1887 10 5 慈育小学校開校祝詞 高崎五六 31 雑誌内「東京府知事　高崎五六」
46 1887 10 5 慈愍小学校開校祝辞 元田直 32 雑誌内「東京府学務課長　元田直」
47 1887 11 5 教禅の関渉(其十一) 福田行誡 1 雑誌内「行誡上人講義要撮」
47 1887 11 5 其発願を要す(其十二) 福田行誡 3
47 1887 11 5 東洋哲学意見(続) 鳥尾得菴 4 雑誌内「東洋哲学意見(前続)鳥尾得菴居士　口述」
47 1887 11 5 楮菴燕語(九則) 小林日昇 7

47 1887 11 5 雑録 無神論序 千家尊福 17
47 1887 11 5 雑録 新設大蔵経龕慶讃疎 養鸕徹定 18
47 1887 11 5 雑録 和歌四首 19

43 1887 7 5 懲役囚徒の心得　第七回
処刑後の者の心行を戒慎すへきは病後の養生と
同く最も忽せにすべからさる事

16

44 1887 8 5 宝塔品宗義抄附説
神通を以て一概に表示とする勿れ

小林日昇 10 雑誌内「在新潟　小林日昇」

43 1887 7 5 耶蘇ユニテリアン教の要領 27 雑誌内「ユニテリアン教の要領明治二十年五月七日八日
十日郵便報知新聞」

45 1887 9 5 仏教新論、緒言
第一編　宗教性質

井上円了 9 雑誌内「文学士　井上円了稿」

44 1887 8 5 懲役囚徒の心得　第八回
過を改むるを憚るい自暴自棄の人なる事

21 著者名なし　鳥尾得庵？

46 1887 10 5 仏教新論
第一編　宗教性質(続)

井上円了 5 仏教新聞第二十六七編抄
「井上円了稿」

45 1887 9 5 懲役囚徒の心得　第九回
世を利せずして自から利せんとするは成るべから
さる事

15 著者名なし　鳥尾得庵？

5 興産の急務第二回
分労法の事

千河岸貫一 9

46 1887 10 5 仏教世益問答、緒言
挙僧徒自招排仏之罪
問答排仏可否
問答僧徒衣食国財是尸位素餐否

佐田介石 19

46 1887 10 5 興産の急務第一回
富は労力にある事

千河岸貫一 14

47 1887 11 5 仏教世益問答(続)
問答僧徒仰官施依檀施是属国害否
問答仏教虚誕否
問答仏教有実効否
弁勧懲之道教法最勝

佐田介石 13

47 1887 11



47 1887 11 5 和歌 行誡師の如大夢覚といふをよめるを見て
教学論集第四十四編に掲載

原坦山 19

47 1887 11 5 和歌 又今様にて 原坦山 19
47 1887 11 5 和歌 又同師の必至無上道といふ事をよめるを 原坦山 19
47 1887 11 5 和歌 又今様にて 19 著者名なし
47 1887 11 5 雑録 哲言七個 19 無量寿経、品行論、孔子論語、ペスタロッジ、リットン、ロセ

フコール、西諺
47 1887 11 5 教学苑林 教学苑林 20 「教学の材料となるべきものを集む」
47 1887 11 5 教学苑林 印度紀行詩(接続) 南條文雄 20
47 1887 11 5 教学苑林 地獄極楽 22 雑誌内「地獄極楽(本年十月十六日読売新聞)」
47 1887 11 5 教学苑林 諺問答(続) 24 著者名なし
47 1887 11 5 教学苑林 争を滅するの法 25 著者名なし
47 1887 11 5 教学苑林 意想の年代記を忘るること勿れ 25 著者名なし
47 1887 11 5 教学苑林 漢籍諸書の字数 26 著者名なし
47 1887 11 5 教学苑林 唯物論の諸定説 27 著者名なし
47 1887 11 5 教学苑林 無道心者の誡喩 28 著者名なし
47 1887 11 5 教学苑林 水底に森林あり 29 雑誌内「水底に森林あり(本年九月二十九日郵便報知新
47 1887 11 5 教学苑林 避雷柱の訳 29 著者名なし
47 1887 11 5 教学苑林 一休和尚の頓智 30 著者名なし
47 1887 11 5 教学苑林 寺院も住職の数 32 雑誌内「寺院と住職の数　国勢一斑第六に拠」

48 1887 12 5 影法師の説 石村貞一 6 雑誌内「石村桐陰」
48 1887 12 5 松浦亀艦(承前) 福田行誡 雑誌内「松浦亀艦(続)」
48 1887 12 5 雑録 興産の急務第三回

分労法の利益ある事
千河岸貫一 11

48 1887 12 5 雑録 雷獣説 原坦山 16
48 1887 12 5 和歌 和歌二首 16
48 1887 12 5 和歌 瓢 福田行誡 16
48 1887 12 5 雑録 涙 恊日煕 16
48 1887 12 5 哲言五個 16 法華経、聖徳太子、礼記、ジョセフメーストレ、呂氏童蒙訓、
48 1887 12 5 登台詩譜 南條文雄 17 雑誌内「碩果　南條文雄」
48 1887 12 5 教学苑林 21
48 1887 12 5 教学苑林 人其自身を知れ 21 著者名なし
48 1887 12 5 教学苑林 道人識見 22 雑誌内「道人識見(笠道契)」
48 1888 12 5 教学苑林 説経師令強盗発心事 22 雑誌内「説経師之強盗令発心事無住禅師沙石集第六
48 1888 12 5 教学苑林 幸福の解明 24 著者名なし
48 1888 12 5 教学苑林 僧侶の開きし温泉 25 著者名なし
48 1887 12 5 教学苑林 自然の教師 26 著者名なし
48 1887 12 5 教学苑林 小児の身長、体重増加する割合 26 雑誌内「本年九月三日報知新聞」
48 1887 12 5 教学苑林 英国議員宣誓詞沿革 27 雑誌内　題名後ろ「本年十月十三日読売新聞高田早苗氏

述抄出」
48 1887 12 5 教学苑林 念仏唱反済の裁判 29 雑誌内　題名後ろ「大岡難訴裁判」

49 1888 1 5 動植二原論 原坦山 1 雑誌内　題名後ろ「明治二十年十二月十一日東京学士会
院講演　原坦山稿」

49 1888 1 5 仏教新論第一編
宗教の性質(続)

井上円了 4 雑誌内「文学士　井上円了」

49 1888 1 5 楮菴燕語(九則) 小林日昇 7
49 1888 1 5 進物の返礼 神原精二 9 雑誌内「神原精二　演説」
49 1888 1 5 雑録 興産の急務第四回

売買の事を論す
千河岸貫一 13

49 1888 1 5 雑録 浄土三部妙典写経跋 福田行誡 16
49 1888 1 5 雑録 与人書 鳥尾得菴 16
49 1888 1 5 詩歌 詩歌二首 16
49 1888 1 5 詩歌 元旦 島地黙雷 16
49 1888 1 5 雑録 試筆乙酉 福田行誡 16
49 1888 1 5 哲言四個 16 大仏頂万行経、左伝、ゴルドン、西諺
49 1888 1 5 教学苑林 17
49 1888 1 5 教学苑林 道義の必要 17 著者名なし
49 1888 1 5 教学苑林 学者の義死 18 著者名なし
49 1888 1 5 教学苑林 飲酒の禍害 19 著者名なし
49 1888 1 5 教学苑林 病院の起原 21 文末「十八年十二月五日朝野新聞」
49 1888 1 5 教学苑林 買官 22 雑誌内「買官(笠道契)」
49 1888 1 5 教学苑林 諸国人民の敬礼法 23 雑誌内題名「諸国の人民か敬礼を表する挙動」

文末「二十年八月二十六日報知新聞」
49 1888 1 5 教学苑林 断食の奇話 24 著者名なし
49 1888 1 5 教学苑林 死者の保存 25 文末「二十年十一月五日学芸之世界」
49 1888 1 5 教学苑林 小児の忠言 26 雑誌内題名「小児之忠言の事　砂石集第三」
49 1888 1 5 教学苑林 衣に供養 27 題名　後ろ「一休諸国物語図絵巻三」
49 1888 1 5 教学苑林 諺問答(続) 28 著者名なし
49 1888 1 5 教学苑林 問答及故事

西洋歳暮年始の儀式問、答
「クリスマス」の景況問、答
西洋の祝の食物問、答
元年正月と云ふ事
門松の事
檀那と云ふ事

29 著者名なし

50 1888 2 5 五十編発行題歌 福田行誡 巻頭
50 1888 2 5 五十編発行題詩 島地黙雷 巻頭
50 1888 2 5 五十編発行題字 原坦山 巻頭
50 1888 2 5 印度哲学数論の綱領 南條文雄 1
50 1888 2 5 仏教新論(接続)

宗教性質
井上円了 3 雑誌内「仏教新論第一編　文学士井上円了

　　　　　宗教の性質」
50 1888 2 5 楮菴燕語(六則) 小林日昇 8
50 1888 2 5 玄奘三蔵旅行記 カンニングハム 10 文頭　薗田確堂(翻訳)
50 1888 2 5 興産の急務第五回

邦人猶を目を金商に属すると
千河岸貫一 13

50 1888 2 5 雑録 東京護国寺学林開闢祝文 福田行誡 16
50 1888 2 5 雑録 題容月廬図 中村正直 17 雑誌内題名「題容月廬者　身延山大教正新居日薩上人之

居也　敬宇　中村正直」
50 1888 2 5 雑録 詩歌十首 17
50 1888 2 5 詩歌 戊子新元編者へ親授 鶴巣　原坦山 17
50 1888 2 5 詩歌 盆梅 唯我紹舜 17
50 1888 2 5 詩歌 偶成 鳥尾得庵 17
50 1888 2 5 詩歌 歳寒三首 鳥尾得庵 18
50 1888 2 5 詩歌 歳暮 鳥尾得庵 18

48 1887 12 5 教学苑林 問答及故事
漢字に訓点起源の問、答
仏教各宗諸派の問、答
教学者要務の問、答
筆を管城と云ふ事
旬と念のとの事
鶴亀と云ふ事
易宝と云ふ事
沙門と云ふ事

31 質問者名　水谷一郎
質問者名　愛民生
投稿者　近田九折
投稿者　上総　塚本宗広

48 1887 12 5 仏教新論第一編
宗教性質(接続)

井上円了 1 雑誌内「文学士　井上円了　稿」



50 1888 2 5 詩歌 歳旦 鳥尾得庵 18
50 1888 2 5 詩歌 元旦 小栗栖蓮舶 18
50 1888 2 5 詩歌 窓前鶯 率溪考恭 18
50 1888 2 5 雑録 哲言五個 18 楞厳経、嘉祥疏、大和俗訓、トーマスブラウン、西諺
50 1888 2 5 教学苑林 19
50 1888 2 5 教学苑林 智識と徳行 19 著者名なし
50 1888 2 5 教学苑林 寄附の志 19 著者名なし
50 1888 2 5 教学苑林 奈良の大仏 20 雑誌内題名「奈良の大仏　諸国里人談第一抄」
50 1888 2 5 教学苑林 経済学釈義 21 著者名なし
50 1888 2 5 教学苑林 全国標準時刻表 22 材料新誌
50 1888 2 5 教学苑林 天然の晴雨儀 23 報知新聞
50 1888 2 5 教学苑林 蜷川と一休の話 23 雑誌内題名後「一休諸国物語」
50 1888 2 5 教学苑林 男女孰か長寿なる 25 雑誌内題名「男女孰れか長寿を保つや二十年九月十六日

報知新聞」
50 1888 2 5 教学苑林 耳と性質の関係 25 二十年八月六日報知新聞
50 1888 2 5 教学苑林 諺問答 26 著者名なし
50 1888 2 5 教学苑林 仏教興廃論 辰巳小次郎 27 雑誌内「文学士　辰巳小二郎述」

文末　哲学会雑誌第八号
50 1888 2 5 教学苑林 僧侶蚕業の奨励者たるべし 30 文末「昨年十二月十四日時事新報」
50 1888 2 5 教学苑林 邦人の従来肉食せざりし所以仏教の故に非す 32 雑誌内　題名「我邦人の身体矮軟なるは全く従来仏教の殺

生戒が肉食を禁せしが故なりと云の誤を弁す」
50 1888 2 5 附録 教学論集愛読の友(明治二十年十二月迄分) 1 著者名なし
51 1888 3 5 五十編発行祝詩 南條文雄
51 1888 3 5 五十編発行祝詩 石村貞一
51 1888 3 5 五十編発行祝辞 大内青巒
51 1888 3 5 仏教真理 島地黙雷 1 雑誌内題名「仏教真理駒込一音寺に於て　島地黙雷演説」
51 1888 3 5 看病福田の説、前編 福田行誡 7 雑誌内題名「看病福田の説、前編梁観光氏に托して寄贈」
51 1888 3 5 明治諸宗綱要、緒言

法相宗
吉谷覚寿 8

51 1888 3 5 興産の急務第六回
外国と貿易するの利益多きこと

千河岸貫一 13

51 1888 3 5 雑録 硯記 菅了法 17 文末　氏名「菅桐南」
51 1888 3 5 雑録 送南條碩果経印度還日本 菅了法 17 文末　氏名「菅桐南」
51 1888 3 5 雑録 教学論集五十編発行を祝す 佐治実然 18
51 1888 3 5 雑録 詩歌十八首 18
51 1888 3 5 詩歌 無題 鳥尾得菴 18
51 1888 3 5 詩歌 大和途上 鳥尾得菴 18
51 1888 3 5 詩歌 自南都抵月瀬途上 鳥尾得菴 19
51 1888 3 5 詩歌 月瀬観梅五首 19 著者名なし
51 1888 3 5 詩歌 笠置山 19 著者名なし
51 1888 3 5 詩歌 下笠置川 19 著者名なし
51 1888 3 5 詩歌 鳩峯 19 著者名なし
51 1888 3 5 詩歌 甲申二月四日雪積二尺有感乃書 福田行誡 19
51 1888 3 5 詩歌 髑髏 五岳 20
51 1888 3 5 詩歌 同次韵 冷淮 20
51 1888 3 5 詩歌 去冬 20 著者名なし
51 1888 3 5 詩歌 東山は寒きまま 20 著者名なし
51 1888 3 5 雑録 哲言五個 20 正法念経、大智度論、准南子、ボックストン、ヒコック
51 1888 3 5 教学苑林 21 文頭　「明治21年2月調査」
51 1888 3 5 教学苑林 勅宣大師号表 21 著者名なし
51 1888 3 5 教学苑林 衆因縁の好例 21 著者名なし
51 1888 3 5 教学苑林 蝦夷土人の楽器及唱歌 本多澄雲 23 雑誌内題名「蝦夷土人楽器及唱歌

　　　　　　　　四絃琴及び五絃琴の事」
51 1888 3 5 教学苑林 地球の重量 24 文末「明治20年7月30日報知新聞」
51 1888 3 5 教学苑林 有情の奇樹 24 文末「明治20年9月7日報知新聞」
51 1888 3 5 教学苑林 蟲類の血液を吸収する樹木 25 文末「明治20年10月8日報知新聞」
51 1888 3 5 教学苑林 片足の出入 25 文末「一休物語」
51 1888 3 5 教学苑林 世諺故事 26 雑誌内題名「世諺故事　原名、漢語大和故事

　　　　　　　　　　　　　　　川陽飯盛麓遊燕子集之」
51 1888 3 5 教学苑林 諺問答 28 雑誌内「諺問答(続)」
51 1888 3 5 教学苑林 僧侶の余業に医を兼るの説 29 題名後ろ「明治20年12月22日時事新報抄」
51 1888 3 5 教学苑林 五十編発行寄贈祝詞 31 著者名なし
51 1888 3 5 教学苑林 五十編発行祝筵始末 32 著者名なし
51 1888 3 5 附録 教学論集五十冊総目録 1 全12頁
52 1888 4 5 仏教真理(接続) 島地黙雷 1 雑誌内「仏教真理(接前)後席　島地黙雷演説」
52 1888 4 5 明治諸宗綱要

法相宗(続)
吉谷覚寿 7

52 1888 4 5 興産の急務第七回
外国と貿易するの利益は輸入に在る事

千河岸貫一 11

52 1888 4 5 雑録 「ブッダバーンヅ」の趣意書 15 雑誌内「ブッダバーン」の趣意書　印度「チータゴン」に於て
発行」

52 1888 4 5 雑録 送某生帰日本兼呈副島種臣先生 菅了法 16 雑誌内「菅桐南」
52 1888 4 5 雑録 詩歌四首 16
52 1888 4 5 詩歌 感懐二首 楮菴小林日昇 16
52 1888 4 5 詩歌 雪埋松 吉堀慈恭 16
52 1888 4 5 詩歌 雪埋松 恊日煕 16
52 1888 4 5 雑録 哲言六個 16 大智度論、荘子、左伝、ブロザートン、ウインスロウ、西諺
52 1888 4 5 教学苑林 法律の解釈及其実力 17 著者名なし
52 1888 4 5 教学苑林 立志須大 18 文末に「護法談」
52 1888 4 5 教学苑林 ヒウム氏の考究 18 著者名なし
52 1888 4 5 教学苑林 漢洋字書文字の数 18 著者名なし
52 1888 4 5 教学苑林 天為の霊妙人智の綿密 19 文末「明治20年9月14日報知新聞」
52 1888 4 5 教学苑林 世諺故事 19 著者名なし
52 1888 4 5 教学苑林 阿弥陀門番の裁判 21 文末「大岡難訴裁判」
52 1888 4 5 教学苑林 諺問答 22 雑誌内題名「諺問答(続)」
52 1888 4 5 教学苑林 比較心理学其目的及問題 ミルス 23
52 1888 4 5 教学苑林 五十編発行祝詞 31 著者名なし
53 1888 5 5 依他起性(其十三) 福田行誡 1 雑誌内「行誡上人講義要撮」
53 1888 5 5 明治諸宗綱要

法相宗(続)
吉谷覚寿 3

53 1888 5 5 ソクラチース行状及教育の手段 菅了法 7
53 1888 5 5 興産の急務第八回

貿易に就て間接の利益多きを
千河岸貫一 16

53 1888 5 5 雑録 高等普通学校開校旨趣 村田寂順 19 雑誌内題名「高等普通学校開校旨趣及び答辞」
文末「高等普通学校創立者各宗総代
天台宗妙法院門跡　大僧正村田寂順　謹白」

53 1888 5 5 雑録 問答辞 大内青巒 20 文末「高等普通学校職員総代　幹事　大内青巒　謹白」
53 1888 5 5 雑録 仏門立志編序 南條文雄 20 文末「碩果南條文雄」
53 1888 5 5 雑録 答某生在羅馬 菅了法 21 雑誌内「菅桐南」
53 1888 5 5 雑録 詩歌十首 21
53 1888 5 5 詩歌 春雨 鳥尾得庵 21
53 1888 5 5 詩歌 無題 21 著者名なし
53 1888 5 5 詩歌 題林台衝画山水 21 著者名なし
53 1888 5 5 詩歌 春晩 21 著者名なし
53 1888 5 5 詩歌 遊芳野山 21 著者名なし
53 1888 5 5 詩歌 鬻家具 21 著者名なし
53 1888 5 5 詩歌 過一谷 21 著者名なし



53 1888 5 5 詩歌 謁先考墓於加古川 22 著者名なし
53 1888 5 5 詩歌 上泊山在的形村 22 著者名なし
53 1888 5 5 詩歌 高野山に詣て 福田行誡 22
53 1888 5 5 雑録 哲言十個 22 遺教経、史記伊陟、後漢書、老子経、顔氏家訓、大和俗

訓、品行論、ロウキ氏、チュートン氏、西諺
53 1888 5 5 教学苑林 教学苑林 23
53 1888 5 5 教学苑林 各宗祖名及出誕入寂年数 23 著者名なし
53 1888 5 5 教学苑林 蝦夷造寺の創始及鸞洲上人の垂誡 23 文末「大臼山二世鳳誉鸞洲誌す」
53 1888 5 5 教学苑林 彗星出現の推算 25 文頭「去年九月八日官報に拠る」
53 1888 5 5 教学苑林 太陽の熱気発生の原因 26 文末「明治十九年十二月八日報知新聞」
53 1888 5 5 教学苑林 日数早見表 27 著者名なし
53 1888 5 5 教学苑林 世諺故事(続) 28 著者名なし
53 1888 5 5 教学苑林 諺問答(完) 30 著者名なし
53 1888 5 5 教学苑林 問答 31 著者名なし
53 1888 5 5 教学苑林 欧米日曜日の有様問、答 31 雑誌内題名「欧米日曜日の有様西洋風俗記抄」

文末「明治十九年九月報知新聞」
54 1888 6 5 行誡上人の入寂

上人の遺簡
閻魔大王より来迎具申状

編者 1

54 1888 6 5 明治諸宗綱要
法相宗(続)

吉谷覚寿 3

54 1888 6 5 興産の急務第九回
保護税の事

千河岸貫一 6

54 1888 6 5 小塚原旧刑場追吊会演説 ボアソナード 9 雑誌内「弁士　仏人ジエ、ボアソナード氏
訳者　黒田太久馬氏」

54 1888 6 5 教学苑林 教学苑林 14
54 1888 6 5 教学苑林 仏教字数 石村貞一　集記 14
54 1888 6 5 教学苑林 蝦夷語の法語(続) 14 著者名なし
54 1888 6 5 教学苑林 作文の南針 大和　佐々木恵雲 16
54 1888 6 5 教学苑林 開闢以来戦争の為めに斃れし人員 17 文頭「昨年八月報知新聞」
54 1888 6 5 教学苑林 世諺故事(続) 17 著者名なし
54 1888 6 5 雑録 答或問 鳥尾得庵 19
54 1888 6 5 雑録 開祖遠忌雅児祭詞 小林日昇 19 雑誌内「貫首　小林日昇選」
54 1888 6 5 雑録 詩三首 20
54 1888 6 5 詩歌 呈五岳老師 石門徳令 20
54 1888 6 5 詩歌 呈石門師 平野五岳 20
54 1888 6 5 詩歌 文字関 神原精二 20
54 1888 6 5 雑録 哲言九個 20 正法念経、法界次第、諸葛武侯、忠孝略、程子、勧善訓

蒙、ロールド・ベーコン、カンベルランド、西諺
54 1888 6 5 勝友会誌 21
54 1888 6 5 勝友会 慷慨の時代去りて希望の時代来れり 前波小帆 21
54 1888 6 5 勝友会 十字軍を論す 薗田　確堂散史 21
54 1888 6 5 勝友会 町村の公民 山本万非子 26 雑誌内題名「市町村の公民」
54 1888 6 5 雑記 布礼嚢小伝 藤井　愛楳仙士戯草 27
54 1888 6 5 雑記 送井上円了君洋行詩二首 佐々木狂介 29
54 1888 6 5 雑記 教学論集の暗誦 万非子 29
54 1888 6 5 雑記 不釣合の経済 究々道人 29
54 1888 6 5 批評 日本人 Z.M. 30
54 1888 6 5 雑報 市町村制、外六件 31 「辻文部次官の談話」、「黒田総理大臣の宗旨如何」、「井

上円了氏の洋行」、「降誕会」、「民力休養の説」
54 1888 6 5 雑報 勝友会規約、会員姓名、記事、報告 34
55 1888 7 5 本は一に非るの説 島地黙雷 1 雑誌内「本は一に非るの説勝友会に於て　島地黙雷演説」
55 1888 7 5 明治諸宗綱要

法相宗(続)
吉谷覚寿 4

55 1888 7 5 興産の急務第十回
農工商店估併進させる可らさる事

千河岸貫一 8

55 1888 7 5 教学苑林 教学苑林 12
55 1888 7 5 教学苑林 先師格言 12 雑誌内題名「先師格言竺道契談」
55 1888 7 5 教学苑林 作文の南針(続) 佐々木恵雲　纂 13
55 1888 7 5 教学苑林 老人の年隠す事 14 著者名なし
55 1888 7 5 教学苑林 世諺故事(続) 15 著者名なし
55 1888 7 5 雑録 詩歌三首 17
55 1888 7 5 詩歌 悼行誡上人 養鸕徹定 17
55 1888 7 5 詩歌 又 17 著者名なし
55 1888 7 5 詩歌 行誡上人を悼む 高野山無量寿院増隆 17
55 1888 7 5 雑録 哲言八個 18 華首経、宝鑑、景行録、大和俗訓、西国立志編、カーライ

ル、ドランベール、西諺
55 1888 7 5 勝友会誌目次 19
55 1888 7 5 勝友会 吾人は何の為に生活する乎 確堂散史 19
55 1888 7 5 勝友会 荀子を読む 愛楳仙士漫録 21
55 1888 7 5 雑記 送生田雲溪赴暹羅国序 佐々木狂介 23
55 1888 7 5 雑記 王充論衡抄録 佐々木狂介 24
55 1888 7 5 時事評論 自治の元素 山本万非子 25
55 1888 7 5 時事評論 開帳禁止すべし 直言堂主人 27
55 1888 7 5 雑報 黒田内閣の宗教政策 29 著者名なし
55 1888 7 5 雑報 福沢翁仏教に付ひての意見 29 著者名なし
55 1888 7 5 雑報 欧米宗教視察の要件 30 著者名なし
55 1888 7 5 雑報 流行の交代 31 著者名なし
55 1888 7 5 雑報 日本絵画 31 著者名なし
55 1888 7 5 雑報 曼帝の崩御 32 著者名なし
55 1888 7 5 雑報 露国政府の用心 32 著者名なし
55 1888 7 5 雑報 南條文雄博士 33 著者名なし
55 1888 7 5 雑報 免囚保護慈善会と京都愛知の尋常中学校 33 著者名なし
55 1888 7 5 雑報 要件日誌 33 著者名なし
55 1888 7 5 雑報 記事 34 著者名なし
55 1888 7 5 雑報 報告 34 著者名なし
56 1888 8 5 一体二用説 島地黙雷 1
56 1888 8 5 行誡上人言行記(其一) 3
56 1888 8 5 明治諸宗綱要

法相宗(完)
吉谷覚寿 4 雑誌内「法相宗(続)」

56 1888 8 5 興産の急務第十一回
農業の事

千河岸貫一 6

56 1888 8 5 教学苑林 教学苑林 9
56 1888 8 5 教学苑林 西詩の種類 9 著者名なし
56 1888 8 5 教学苑林 作文の南針(続) 10 著者名なし
56 1888 8 5 教学苑林 右手の器用なる理由 12 著者名なし
56 1888 8 5 教学苑林 野蛮人の鼻の力 12 著者名なし
56 1888 8 5 教学苑林 世諺故事(続) 13 著者名なし
56 1888 8 5 雑録 吊工人碑銘 鳥尾得庵 15
56 1888 8 5 雑録 詩七首 15
56 1888 8 5 詩歌 三島中洲卜居詩。以寒流石上一株松為韻。余間居

無聊之餘。歩其韻。以奇所懐。
鳥尾得菴 15

56 1888 8 5 雑録 鉄舟居士の詩歌 16
56 1888 8 5 雑録 哲言四個 16 善導大師序分義、荘子、西洋の古言二個
56 1888 8 5 勝友会誌 17
56 1888 8 5 宗教改良説 佐々木狂介 17
56 1888 8 5 吾人は何の為に生活する乎(続) 20



56 1888 8 5 厭離穢土の弁 佐々木狂介 21 著者名なし
56 1888 8 5 集録 カントの伝 愛楳仙士漫録 25 雑誌内題名「独逸の哲学者エムニュエル、カントの伝」
56 1888 8 5 集録 偉人の行為 確堂散史 28 文末著者名
56 1888 8 5 雑報 僧侶の府県会議員 28 著者名なし
56 1888 8 5 雑報 各府県監獄教誨 29 著者名なし
56 1888 8 5 雑報 各親任官 30 著者名なし
56 1888 8 5 雑報 本願寺集会解散 30 著者名なし
56 1888 8 5 雑報 英人日本画の評 31 雑誌内題名「英国大画家日本画の評」

著者名なし
56 1888 8 5 雑報 米国来信 32 著者名なし
56 1888 8 5 雑報 亜細亜の宝珠 33 著者名なし
56 1888 8 5 雑報 倫敦大出版会社 33 著者名なし
56 1888 8 5 雑報 要件日誌 34 著者名なし
56 1888 8 5 勝友会会友姓名 34
56 1888 8 5 広告 34
57 1888 9 5 行誡上人言行記(其二) 1
57 1888 9 5 達賓氏人類始祖論摘要

第一章　人類の下等動物より進化し来りたる諸證
飯田央 3

57 1888 9 5 仏教及教育 戸城伝七郎 6
57 1888 9 5 教学苑林 教学苑林 14
57 1888 9 5 教学苑林 英国貨幣名称の起因 14 文末「報知新聞」年月日記載なし
57 1888 9 5 教学苑林 作文の南針(続) 佐々木恵雲纂 14
57 1888 9 5 教学苑林 世諺故事(続) 16 著者名なし
57 1888 9 5 雑録 善導教寺放生池碑銘並序 養鸕徹定 17 雑誌内著者名「順　徹定　選」
57 1888 9 5 雑録 和歌七首 18
57 1888 9 5 和歌 華頂徹定尊者の小倉山二尊院にて法然上人眞蹟

の七ヶ条みたりとて其さま申しおこせたまへりける
に返事によめる歌七首

増上寺僧　行誡 18

57 1888 9 5 雑録 哲言七個 18 論語、孝経、史記、西国立志編、麻順、ベーコン、西諺
57 1888 9 5 勝友会誌 19
57 1888 9 5 勝友会 比較宗教学の必要 確堂散史 19
57 1888 9 5 集録 カントの伝(続) 21 雑誌内題名「独逸の哲学者カントの伝(続き)」

愛楳仙士
57 1888 9 5 集録 希臘の宗教 S.S. 23 著者名なし
57 1888 9 5 雑報 僧侶の外国行員数 25 著者名なし
57 1888 9 5 雑報 布哇国へ教師派遣の必要 26 著者名なし
57 1888 9 5 雑報 海外宣教会 26 著者名なし
57 1888 9 5 雑報 宗教博物館 29 著者名なし
57 1888 9 5 雑報 集会解散に付世人の深察を望む 29 著者名なし
57 1888 9 5 雑報 新会集 30 著者名なし
57 1888 9 5 雑報 訛言信するに足らす 30 著者名なし
57 1888 9 5 雑報 高島炭坑坑夫の境遇 31 著者名なし
57 1888 9 5 雑報 弘法大師の足迹 32 著者名なし
57 1888 9 5 雑報 大概三四年目 32 著者名なし
57 1888 9 5 雑報 要件日誌 33 著者名なし
57 1888 9 5 勝友会記事 34 著者名なし
57 1888 9 5 勝友会 会友姓名 34
58 1888 10 5 明治諸宗綱要

天台宗
吉谷覚寿 1 雑誌内「吉谷覚寿述」

58 1888 10 5 哲学の本領 文科大学
服部宇之吉

5 雑誌内「文科大学　服部宇之吉稿」

58 1888 10 5 錫蘭通信(其一)
錫蘭島の仏教及ウィマラサラチィササ師の葬儀

善連法彦 11

58 1888 10 5 教学苑林 教学苑林 16
58 1888 10 5 教学苑林 作文の南針(続) 佐々木恵雲編 16
58 1888 10 5 教学苑林 世諺故事(続) 17 著者名なし
58 1888 10 5 雑録 鉄舟居士追悼の文 北垣国道 19 雑誌内　題名「北垣京都府知事の追悼文」
58 1888 10 5 雑録 同上法会拈香 萩野独園 19 雑誌内題名「大導師萩野独園師拈香偈頌」
58 1888 10 5 雑録 同上点茶偈頌、一 19 雑誌内　題名「大徳寺牧宗禅師点茶偈頌」
58 1888 10 5 雑録 哲言六個 19 菩薩本行経、六鞱、蜀志本紀、英国サウセイ、西諺二個
58 1888 10 5 勝友会誌 21
58 1888 10 5 勝友会 ラ、コントの進化論と唯物論の関係 愛楳仙士 21
58 1888 10 5 勝友会 仏法の名実 佐々木狂介 22 雑誌内「演説稿　佐々木狂介」
58 1888 10 5 勝友会 心理学上より畏怖を論ず 確堂散史 26 雑誌内題名「心理学上より畏怖を論す(「チャーレス、リ

チュット」氏原稿)　確堂散史　抄訳
58 1888 10 5 勝友会 一方に偏するの文明は眞の文明に非す 二十二散子 29
58 1888 10 5 雑報 英文仏教書 32 赤松連城述、南條文雄校訂
58 1888 10 5 雑報 法城の地盤は如何が固めん 33 著者名なし
58 1888 10 5 雑報 布哇国出稼日本人衛生年報 34 著者名なし
58 1888 10 5 雑報 大洲執行長の人望 35 著者名なし
58 1888 10 5 雑報 高僧の入寂 35 著者名なし
58 1888 10 5 雑報 宗教国もあてにならず 35 著者名なし
58 1888 10 5 雑報 退去者の特赦 36 著者名なし
58 1888 10 5 雑報 偽禁酒も暴飲に勝る 36 著者名なし
58 1888 10 5 雑報 人民の気力 37 著者名なし
58 1888 10 5 雑報 要件日誌 37 著者名なし
58 1888 10 5 雑報 本会記事 38 著者名なし
58 1888 10 5 雑報 会友姓名(続) 38
59 1888 11 5 遺教経講義 福田行誡 1
59 1888 11 5 明治諸宗綱要

天台宗(続)
吉谷覚寿 3 吉谷覚寿述

59 1888 11 5 哲学史の目的及方法 寒江釣夫 6 寒江釣夫稿
59 1888 11 5 興産の急務第十二回

工業の事
千河岸貫一 10

59 1888 11 5 教学苑林 作文の南針(続) 佐々木恵雲編 15
59 1888 11 5 教学苑林 世諺故事(続) 17 著者名なし
59 1888 11 5 雑録 説教階梯序 大内青巒 18 文末「藹々居士青巒誌」
59 1888 11 5 雑録 秋懐十五首 鳥尾得庵 19
59 1888 11 5 雑録 道中の和歌 福田行誡 19 編者不明
59 1888 11 5 雑録 哲言三個 20 老子経二個、バックル
59 1888 11 5 勝友会誌 21
59 1888 11 5 勝友会 ベルシー、ビッシー、シェリーの遺文 愛楳仙士課余漫録 21
59 1888 11 5 勝友会 心理学上より畏怖を論ず(続) 23 著者名なし
59 1888 11 5 勝友会 監獄教誨一斑 後藤誡諦 26
59 1888 11 5 雑記 王充論衡名言抄(続) 佐々木狂介 28
59 1888 11 5 雑記 名言格語三個 29 スペンサー、バックル、ベンザム
59 1888 11 5 時事 仏教者数政党団結の用意 穿石逸史 30
59 1888 11 5 雑報 簡易科小学校教員速成伝習所 33 雑誌内文末「十月五日官報東京府報告」
59 1888 11 5 雑報 耶蘇教公許の建白 34 著者名なし
59 1888 11 5 雑報 佐々木東洋氏の談話 34 著者名なし
59 1888 11 5 雑報 公道会 35 著者名なし
59 1888 11 5 雑報 岡山感化院設立許可 35 雑誌内文末「岡山県報告(十月二日官報)」
59 1888 11 5 雑報 紐育接神法協会の状況 36 雑誌内文末「去月十一月一日官報」
59 1888 11 5 雑報 要件日誌 37 著者名なし
59 1888 11 5 雑報 本会記事 38 著者名なし
60 1889 12 5 遺教経講義(接続) 福田行誡 1



60 1889 12 5 明治諸宗綱要
天台宗(続)

吉谷覚寿 4 雑誌内「吉谷覚寿述」

60 1889 12 5 西洋哲学史、序論
第二　哲学史の三大時期

寒江釣夫 6

60 1889 12 5 興産の急務第十三
商業の事(上)

千河岸貫一 11

60 1889 12 5 教学苑林 聖徳太子十七条憲法 15
60 1889 12 5 雑録 簡易科小学校教員速成伝習所

開業式答辞
村田寂順 17 雑誌内　題名「東京府簡易科小学校教員速伝習所開業式

答辞」
60 1889 12 5 雑録 行誡上人道中の和歌(続) 17 雑誌内題名「行誡上人京都行　道中の和歌(続)
60 1889 12 5 雑録 哲言二個 18 楞厳経、スマイルス
60 1889 12 5 勝友会誌 19
60 1889 12 5 勝友会 科学要史(第一序言) 愛梅仙士課余漫録 19
60 1889 12 5 勝友会 進化之神の評論 前田恵雲稿 21
60 1889 12 5 勝友会 心理学上より畏怖を論す(続) 24
60 1889 12 5 雑記 カントの伝(続) 愛楳仙士 28
60 1889 12 5 時事 仏教者政党団結の用意(続)

議員選挙の事
30 著者名なし

60 1889 12 5 雑報 国会議員の資格 33 著者名なし
60 1889 12 5 雑報 政界の領地 33 『国民の友』第34号に記載
60 1889 12 5 雑報 同志社私立大学校設立の本意 34 著者名なし
60 1889 12 5 雑報 米国よりの来状 福田佐一郎 35 福田氏から島地黙雷への手紙
60 1889 12 5 雑報 全国人口表 36 著者名なし
60 1889 12 5 雑報 要件日誌 37 著者名なし
60 1889 12 5 雑報 本会記事 38 著者名なし
60 1889 12 5 勝友会姓名録 38
61 1890 1 5 遺教経講義(接続) 福田行誡 1
61 1890 1 5 火葬論 島地黙雷 4
61 1890 1 5 明治諸宗綱要

天台宗(続)
吉谷覚寿 7 雑誌内「吉谷覚寿述」

61 1890 1 5 興産の急務第十四
商業の事(中)

千河岸貫一 9

61 1890 1 5 雑録 簡易科小学教員速成伝習所開業式祝詞 辻新次 12
61 1890 1 5 雑録 仏教諺話序 大内青巒 13
61 1890 1 5 雑録 小学新編序 鳥尾得庵 14
61 1890 1 5 雑録 詩、三首
61 1890 1 5 雑録 新雪 鳥尾得庵 14
61 1890 1 5 雑録 題隣家梅 鳥尾得庵 14
61 1890 1 5 雑録 夜坐 鳥尾得庵 15
61 1890 1 5 雑録 行誡上人道中の和歌(続) 15 京都行の和歌
61 1890 1 5 雑録 哲言、五個 16 楞厳経、礼記、西国立志編、ハーブン、災厄禍難に逢いた
61 1890 1 5 勝友会誌 17
61 1890 1 5 勝友会 仏教百年の大計

第一章　総論
第二章　仏教の制度を改良してユニテリヤンと総合し以て
腐を化し新となすの論

蔬香逸史 17

61 1890 1 5 勝友会 宗教家は須らく宗教家の気象を養ふべし 佐々木狂介稿 22 文末著者名
61 1890 1 5 勝友会 旧約五書(Pentateuch.)及其記者 艸官道人 25
61 1890 1 5 勝友会 進化之神の評論(続) 前田恵雲稿 31 雑誌内題名「進化之神の評論(接続)」
61 1890 1 5 雑報 学校徳育の事 33 著者名なし
61 1890 1 5 雑報 総計は磁針の如し 34 著者名なし
61 1890 1 5 雑報 選挙権及被選挙権を有する者 35 著者名なし
61 1890 1 5 雑報 大同団 35 著者名なし
61 1890 1 5 雑報 金沢共立尋常中学 今川覚神 38 文末「共立尋常中学校長」
61 1890 1 5 雑報 全国選挙被選挙権所有者及ひ議員の数 39 著者名なし
61 1890 1 5 雑報 京報 39 文末「伝道会雑誌」
61 1890 1 5 雑報 大に耶蘇教拡張の為なり 40 著者名なし
61 1890 1 5 雑報 外国人の演説を禁す 40 文末「去月20日報知新聞」
61 1890 1 5 雑報 宮城協成会 40 文末「去月19日報知新聞」
61 1890 1 5 雑報 府県会 40 著者名なし
61 1890 1 5 雑報 帝国大学学生の員数 40 著者名なし
61 1890 1 5 雑報 要件日誌 41 著者名なし
61 1890 1 5 勝友会記事 42 著者名なし
61 1890 1 5 会友姓名 42 著者名なし
62 1890 2 5 尊皇と奉仏 山本貫通 1 雑誌内「山本貫通　稿」
62 1890 2 5 遺教経講義(接続) 行誡上人 4
62 1890 2 5 興産の急務第十五回

商業の事(下)
千河岸貫一 7

62 1890 2 5 明治諸宗綱要
天台宗(続)

吉谷覚寿 12 雑誌内「吉谷覚寿述」

62 1890 2 5 雑録 井上哲次郎氏英国二博士との談話 13 著者名なし
62 1890 2 5 雑録 切支丹禁止の事情 17 雑誌内題名「切支丹禁止の時情」

著者名なし
62 1890 2 5 勝友会 19
62 1890 2 5 勝友会 所用の変化 岡道亮 19
62 1890 2 5 勝友会 仏教百年の大計(続)

第三章　哲学を昌盛にして国民をして理想を発達せしめ以
て仏教を弘むるの地をなす事
第四章　余論

蔬香逸史 20

62 1890 2 5 勝友会 教育権を教家に挽回するの機熟せり 白眼子稿 24
62 1890 2 5 雑記 偶吟、外一首 不酔居士狂介 28

詩歌 戊子歳暮 工藤擷水 29
62 1890 2 5 雑記 王充論衡名言抄(続) 佐々木狂介 29
62 1890 2 5 雑報 直税の種類 29 著者名なし
62 1890 2 5 雑報 衆議院議長議員の年俸 30 報知新聞
62 1890 2 5 雑報 公民 30 著者名なし
62 1890 2 5 雑報 憲法発布式 30 著者名なし
62 1890 2 5 雑報 錫蘭通信 30 文末「12月25日コロンボ発信　善連三英」
62 1890 2 5 雑報 地方普通教育の困難 31 著者名なし
62 1890 2 5 雑報 広島鎮台監獄教誨 32 著者名なし
62 1890 2 5 雑報 軍営説教の開設を望む 32 著者名なし
62 1890 2 5 雑報 会友年賀 33 著者名なし
62 1890 2 5 雑報 要件日誌 33 著者名なし
62 1890 2 5 大同団彙報(十四件) 34 著者名なし
63 1891 11 15 教学論集第六十三編 発行者兼編集者：水渓智応

印刷者：山本貫通
発行所：東京京橋区築地三丁目三十八番地／教学会

63 1891 11 15 会説 比較宗教学の必要及其眼目附、教学会の主意 穿石逸史 1
63 1891 11 15 講義 宗教学入門(第一講) 馬慱士 3 雑誌内「馬博士講義」1870年2月19日「ローヤルインスチチ

ユーシヨン」にて講演
63 1891 11 15 講義 遺教経講義(前編続き) 行誡上人 7
63 1891 11 15 古文 勅内大臣鎌足文 (天智天皇) 11
63 1891 11 15 古文 一切経抜 (聖武天皇) 11
63 1891 11 15 古文 糺僧綱詔 (桓武天皇) 11
63 1891 11 15 古文 続本朝往生伝序 大江匡房 11
63 1891 11 15 古文 金湯詩十章并引 松平冠山居士 12
63 1891 11 15 伝記 カントンの(伝) 愛楳仙史訳 12 カントの伝



63 1891 11 15 学論 西洋哲学史
第一綱　古代哲学(そくらてす以前の哲学)

服部宇之吉 17

63 1891 11 15 学論 心理学上より畏怖を論す(接続) 確堂散史抄訳 20
63 1891 11 15 学論 興産の急務(第十六回)

大利を興さんと欲する者は小利を軽んずるへからず
23 著者名なし　千河岸貫一

63 1891 11 15 詞藻 教原五首(原坦山) 27
63 1891 11 15 詞藻 鳥尾得庵居士詩六首 28
63 1891 11 15 詞藻 行誡上人歌三首 28
63 1891 11 15 詞藻 秋日浴有馬温泉長歌并反歌(吉堀慈恭) 29
63 1891 11 15 説林 植物睡眠の原因 29 著者名なし
63 1891 11 15 説林 六十丈以下の地底に氷あり 30 報知新聞
63 1891 11 15 故事 世諺故事(接続) 30 著者名なし
63 1891 11 15 起源 木綿と茶の起源 32 著者名なし
63 1891 11 15 雑報 教育に関する勅語及文部大臣の訓示 34 文末「明治二十三年十月三十一日　文部大臣芳川顕正」
63 1891 11 15 雑報 宗教平等会 34 著者名なし
63 1891 11 15 雑報 六宗教 34 著者名なし
63 1891 11 15 雑報 露国の寺院及僧侶 35 著者名なし
63 1891 11 15 雑報 欧洲諸国人口の減少 35 著者名なし
63 1891 11 15 雑報 学理義会の神道論 35 著者名なし
63 1891 11 15 雑報 真宗道徳新編 35 著者名なし
64 1891 12 15 教学 金剛経有為法九喩偈梵文分解 文学博士南條文雄 1
64 1891 12 15 寄書 宗教比較論 帝国大学教授

内藤恥叟
8

64 1891 12 15 講義 宗教学入門(前続) 馬博士 9
64 1891 12 15 講義 遺教経講義(接続) 行誡上人 13 雑誌内「前続編」
64 1891 12 15 論説 論理一夕話 確堂散史 16 66編に字句訂正あり
64 1891 12 15 伝記 カントの伝(接続) 21 愛楳仙史訳
64 1891 12 15 考古 賜神叡法師勅 (元正天皇) 24
64 1891 12 15 考古 制度僧徒勅 (桓武天皇) 25
64 1891 12 15 考古 禁殺生勅 (仁明天皇) 25
64 1891 12 15 考古 宇多天皇放却鹿鳥願文　贈太政大臣菅原道真稿 25
64 1891 12 15 考古 詩六首 26
64 1891 12 15 考古 寄空海阿舎利 嵯峨天皇御製 26
64 1891 12 15 考古 次宸韻奉酬 弘法大師 26
64 1891 12 15 考古 山居雑詠 絶海禅師 26
64 1891 12 15 考古 歌四首 26
64 1891 12 15 考古 常在霊鷲山の心を 崇徳院天皇御製 26
64 1891 12 15 考古 現有滅不滅の心を 後宇多天皇御製 26
64 1891 12 15 考古 宿かへと云ふことを幾度もするとて 平安　蓮月尼 26
64 1891 12 15 故事 世諺故事(接続) 28 著者名なし
64 1891 12 15 叢記 作文の南針(第五十九編の続き) 佐々木恵雲 30
64 1891 12 15 雑報 帝国大学の比較宗教学 32 著者名なし
64 1891 12 15 雑報 本年米の出来高 32 著者名なし
65 1892 1 15 質問応答 比較宗教学入門の書籍 1 著者名なし
65 1892 1 15 論説 論理学一夕話(前編の続き) 2 66編に字句訂正あり
65 1892 1 15 論説 仏教と比較宗教学 中西牛郎 6
65 1892 1 15 講義 馬博士宗教学入門第一講(前編続き) 9
65 1892 1 15 講義 遺教経講義(前編) 行誡上人 11
65 1892 1 15 伝記 カントの伝(接続) 14 愛楳仙史訳
65 1892 1 15 殖産 興産の急務　第十七回

労力と奢侈との関係
18 著者名なし　千河岸貫一

65 1892 1 15 雑録 勧学藤井宣界伝 21 著者名なし
65 1892 1 15 雑録 居喪雑記 23 著者名なし
65 1892 1 15 雑録 法皇入道御授戒年表 28 著者名なし
65 1892 1 15 雑録 仏祖御年代一覧表 29 著者名なし
65 1892 1 15 雑録 豊太閤の書ぞめ 29 著者名なし
65 1892 1 15 雑報 比較宗教学帝国大学の学科課程に入る 30 著者名なし
65 1892 1 15 雑報 道交会 30 著者名なし
65 1892 1 15 雑報 印度留学僧 30 著者名なし
65 1892 1 15 記事 31 著者名なし
66 1892 2 15 哲学 斯邊徹氏総合哲学精粋　緒言　斯氏序　目次 1
66 1892 2 15 教学 欧州に於ける梵語及び仏教上の所見 井上哲次郎 6 護国寺道交会席上の文科大学教授井上哲次郎の演説の
66 1892 2 15 講演 馬博士宗教学入門(前続) 10
66 1892 2 15 殖産 興産の急務　第十八回

節倹は商估の尤も服　すべき道なるを論す
15 著者名なし　千河岸貫一

66 1892 2 15 考古 勅鞍作鳥文 (推古天皇) 18
66 1892 2 15 考古 法隆寺金堂薬師仏銅像背光記 (推古天皇) 18
66 1892 2 15 考古 大化元年詔 (孝徳天皇) 18
66 1892 2 15 考古 精心越禅師疏 (権中納言光国) 19 雑誌内「水戸藩中納言　徳川光圀」
66 1892 2 15 考古 親鸞聖人像賛 (林道春) 19 雑誌内「羅山　林　道春」
66 1892 2 15 考古 四季のながめ (西行法師) 20
66 1892 2 15 故事 世諺故事(続) 22 著者名なし
66 1892 2 15 学芸 作文の南針(続) 倭　佐々木恵雲編 24
66 1892 2 15 学芸 人名便覧 26 著者名なし
66 1892 2 15 学芸 記憶強き人 30 著者名なし
66 1892 2 15 雑報 不敬無礼 30 著者名なし
66 1892 2 15 雑報 死刑廃止の請願 31 著者名なし
66 1892 2 15 雑報 前に勧め後に斥す 31 著者名なし
66 1892 2 15 雑報 教育上の治外法権 31 著者名なし
66 1892 2 15 記事 31 著者名なし
66 1892 2 15 教学会会友姓名録、教学論集第64編字句訂正

教学論集65編正誤
32

67 1892 3 15 哲学 斯邊撤氏総合哲学精粋(続) 愛楳仙史講述 1
67 1892 3 15 論理学 論理一夕話(接続)完結 確堂散史 7
67 1892 3 15 教学 欧州に於ける梵語及ひ仏教上の所見(前編の続き) 帝国大学教授

井上哲次郎
10

67 1892 3 15 講義 馬博士宗教学入門第一講(続) 14
67 1892 3 15 伝記 カントの伝(前続)完結 17 愛楳仙史訳
67 1892 3 15 故事 世諺故事(前編の続) 21 著者名なし
67 1892 3 15 学芸 作文の南針(続) 佐々木恵雲編 23
67 1892 3 15 学芸 人名便覧(続) 25 著者名なし
67 1892 3 15 学芸 大家の貧乏 28 著者名なし
67 1892 3 15 学芸 人類学士の統計 29 著者名なし
67 1892 3 15 学芸 今人の鼻と古人の鼻 29 著者名なし
67 1892 3 15 学芸 時計を以て方角を弁知する法 30 著者名なし
67 1892 3 15 学芸 波濤の速力 30 著者名なし
67 1892 3 15 雑報 京都医学校の仏教青年会 31 著者名なし
67 1892 3 15 雑報 英文真宗問答 31 著者名なし
67 1892 3 15 雑報 編年史料完成 31 著者名なし
67 1892 3 15 雑報 外人我加算に駭く 31 著者名なし
67 1892 3 15 雑報 徳風会 31 著者名なし
67 1892 3 15 記事 32 著者名なし
67 1892 3 15 会告 32
67 1892 3 15 広告 32
68 1892 4 15 話説 行誡上人言行記(其三) 編者 1
68 1892 4 15 哲学 斯邊撤氏総合哲学精粋(接続) 愛楳仙史講述 3 第4章　諸知識の相対
68 1892 4 15 講義 馬博士宗教学入門第一講(前編の続き) 6



68 1892 4 15 講義 遺教経講義(続) 行誡上人 11
68 1892 4 15 考古 天平十三年詔、盧舎那仏造像詔、講仁王経詔 (聖武天皇) 15 雑誌内「講仁王経勅」
68 1892 4 15 考古 遊水戸候源公山池并序 (獨庵玄光禅師) 16

68 1892 4 15 考古 乞数珠僧南禅氵是老 (蘇東坡) 17 雑誌内「宋　東坡居士蘇軾」
68 1892 4 15 考古 外詩四首 17
68 1892 4 15 考古(詩歌) 南華寺 蘇東坡 17
68 1892 4 15 考古(詩歌) 斎日之作 贈太政大臣

菅原道真
18

68 1892 4 15 考古(詩歌) 投機 後醍醐天皇御製 18
68 1892 4 15 考古(詩歌) 投機 中納言藤原藤房 18
68 1892 4 15 考古 「大日本史抜粋」天皇葬儀録 18 自持統帝至小松帝
68 1892 4 15 故事 世諺故事解(接続) 20 著者名なし
68 1892 4 15 学芸 人名便覧(続) 23 著者名なし
68 1892 4 15 学芸 日没後に植物の葉のシナ垂るる訳 26 著者名なし
68 1892 4 15 学芸 動物の発情期及ひ寿命 27 著者名なし
68 1892 4 15 学芸 英雄孟子の説に感奮す 27 著者名なし
68 1892 4 15 学芸 加藤清正論語を服膺する事 27 著者名なし
68 1892 4 15 学芸 ヂッキ氏妹の金を贈れるを返す 27 著者名なし
68 1892 4 15 文苑 葵祭故内大臣正一位大勲位三条実美公疏 養鸕徹定 28
68 1892 4 15 文苑 原坦山の伝 28
68 1892 4 15 雑報 日本僧釈尊霊廟守護を誓ふ 29 著者名なし
68 1892 4 15 雑報 英仏両国にて法会執行 30 著者名なし
68 1892 4 15 記事 31 著者名なし
68 1892 4 15 報告 32 著者名なし
68 1892 4 15 広告 32
69 1892 5 15 雑記 見聞雑記(一) 穿石逸史 1
69 1892 5 15 哲学 斯邊撤氏総合哲学精粋(第二編) 愛楳仙史講述 3
69 1892 5 15 講義 (馬博士)宗教学入門第二講 8
69 1892 5 15 話説 行誡上人言行記(其四) 編者 13
69 1892 5 15 雑録 「大日本史抜粋」天皇葬儀録(続) 16
69 1892 5 15 雑録 信行綱領 大内青巒 19 文末藹々居士選
69 1892 5 15 教学 欧州下等社会宗教思想 禿了教 21 雑誌内「1891年3月20日　在紐育日本領事館」
69 1892 5 15 学芸 作文の南針(続) 佐々木恵雲　編 25
69 1892 5 15 学芸 太郎次郎 26 著者名なし
69 1892 5 15 学芸 近松戯文評 28 著者名なし
69 1892 5 15 学芸 推し問答 28 著者名なし
69 1892 5 15 学芸 蛭の挙動を見て気候の変化を予知すべし 29 著者名なし
69 1892 5 15 雑報 人間一生涯の食量 29 著者名なし
69 1892 5 15 雑報 現今世界の人口 29 著者名なし
69 1892 5 15 雑報 仏陀伽耶への参詣案内 29 著者名なし
69 1892 5 15 雑報 第二回全国仏教者大懇話会 30 著者名なし
69 1892 5 15 雑報 全国教育連合会 30 著者名なし
69 1892 5 15 雑報 官立学校の生徒 30 著者名なし
69 1892 5 15 雑報 東京府下私立学校の生徒 30 著者名なし
69 1892 5 15 雑報 仏教要論 31 著者名なし
69 1892 5 15 記事 31 著者名なし
69 1892 5 15 広告 31
70 1892 6 15 教学 仏陀伽耶の霊地(附十字軍略記) 1 著者名なし
70 1892 6 15 哲学 斯邊撤氏総合哲学精粋(接続) 愛楳仙史講述 5
70 1892 6 15 講義 馬博士宗教学入門第二講(続き) 10
70 1892 6 15 考古 造塔詔 (聖武天皇) 14
70 1892 6 15 考古 施薬院詔 (孝謙天皇) 14
70 1892 6 15 考古 詩三首 16
70 1892 6 15 考古(詩歌) 陋居 紫野　一休宗純禅師 16
70 1892 6 15 考古(詩歌) 百丈野狐頌 紫野　一休宗純禅師 16
70 1892 6 15 考古(詩歌) 寄法明院義瑞和上 東涯　伊藤長胤 16
70 1892 6 15 考古 無常の長歌並に返歌 (契仲阿闍利) 16 雑誌内「円珠庵契仲阿闍利」
70 1892 6 15 故事 世諺故事解(続) 18 著者名なし
70 1892 6 15 学芸 作文の南針(続き) 佐々木恵雲　編 22
70 1892 6 15 学芸 人名便覧(ニホの部) 23
70 1892 6 15 学芸 山濤随筆(一)聖徳太子の徳失鏡 大和東岳堂主人 26
70 1892 6 15 学芸 文学の公園地 27 著者名なし
70 1892 6 15 学芸 華言名文(一) 27 著者名なし
70 1892 6 15 学芸 狼児 28 著者名なし
70 1892 6 15 学芸 精神の変動と頭髪の変色との関係 29 報知新聞
70 1892 6 15 雑報 米国に於ける自由基督教の勢力 29 著者名なし
70 1892 6 15 仏教青年会 30 文末「明治24年5月24日陸軍教授　内藤恥叟」
70 1892 6 15 耶蘇教徒、耶蘇の罪人たらんとす 31 著者名なし
70 1892 6 15 報告 31 著者名なし
70 1892 6 15 記事 32
71 1892 9 15 論説 仏教雑誌を海外居留の日本人に贈るの必要を論ず 小泉了諦 1 雑誌内「椰陰　小泉了諦稿」
71 1892 9 15 哲学 斯邊撤氏総合哲学精粋(続き)

第二編
愛楳仙士 2 雑誌内「愛楳仙士講述」

71 1892 9 15 講義 馬博士宗教学入門第二講(続き) 6
71 1892 9 15 考古 伝燈国師之号 孝明天皇 11
71 1892 9 15 考古 因蓮述懐並引 (菅原道真) 11 雑誌内「贈太政大臣菅原道真」
71 1892 9 15 考古 一首十体 (宗祇法師) 12
71 1892 9 15 考古 歌 12 雑誌内「美人見髑髏図　涌蓮法師」
71 1892 9 15 考古 一休骸骨 (図入) 12
71 1892 9 15 紀行 欧州紀行、附詩 小泉了諦 14 22ページ　「帰朝吟　次島地黙雷師韻」
71 1892 9 15 紀行 印度仏蹟巡拝紀行 アルノルド氏 23 雑誌内「英国　エドウィン、アルノルド」
71 1892 9 15 学芸 作文の南針(続き) 倭　佐々木恵雲編 26
71 1892 9 15 学芸 日本仏教各宗起源 28 著者名なし
71 1892 9 15 学芸 世界各国宗教の起源 29 著者名なし
71 1892 9 15 雑報 仏教国地図 30 著者名なし
71 1892 9 15 雑報 印度仏蹟興復会 31 著者名なし
71 1892 9 15 雑報 阿刀老宿印度行 31 著者名なし
71 1892 9 15 雑報 蓮華の流行 31 著者名なし
71 1892 9 15 雑報 雑件 31 著者名なし
71 1892 9 15 雑報 本集へ附録綴込 31 著者名なし
71 1892 9 15 記事 勝友会 32 著者名なし
71 1892 9 15 記事 教学会 32 著者名なし
71 1892 9 15 記事 広告 32
71 1892 9 15 附録 仏仙社規則 仏仙創業　坦山識 1
71 1892 9 15 附録 印度哲学の実験 原坦山稿 2 雑誌内「明治19年5月8日　東京学士会院演説」
72 1892 10 15 教学 大論名言妙喩鈔録 1 著者名なし
72 1892 10 15 講義 宗教学入門第三講 馬博士 4
72 1892 10 15 論説 海軍講話論 小泉了諦 9 雑誌内「椰陰小泉了諦稿」
72 1892 10 15 考古 僧尼就病詔 (天武天皇) 11
72 1892 10 15 考古 毎家置仏像詔 (天武天皇) 11
72 1892 10 15 考古 疾病祈禱詔 (天武天皇) 11 雑誌内「疾病祈禱勅」
72 1892 10 15 考古 陰雨祈禱詔 (持統天皇) 12
72 1892 10 15 考古 六齊日詔 (持統天皇) 12
72 1892 10 15 考古 母后四十九日願文 (村上天皇) 12
72 1892 10 15 考古 寂光土記 (慈覚大師) 12
72 1892 10 15 考古 浮漚歌 (善慧菩薩) 13 雑誌内「伝大工　善慧菩薩」



72 1892 10 15 考古 聖徳皇太子讃 (梁田邦美) 13 雑誌内「蛻巌　梁田邦美」
72 1892 10 15 考古 回文詩 14 聖徳太子作とされるもの
72 1892 10 15 考古 浄土門の心を読る (頓阿法師) 14 雑誌内「浄土門の心をよめる長歌」
72 1892 10 15 紀行 仏陀伽耶参拝紀行 小泉了諦 15
72 1892 10 15 学芸 各国宗教一斑 23 著者名なし
72 1892 10 15 学芸 作文の南針(続き) 倭　佐々木恵雲編 25
72 1892 10 15 学芸 山濤随筆(其二) 大和東岳堂主人 27
72 1892 10 15 学芸 魚の寿命 28 著者名なし
72 1892 10 15 学芸 脈の度数は身体の一に因て変す 29 報知新聞
72 1892 10 15 雑報 布教の奇案 29 著者名なし
72 1892 10 15 雑報 布哇へ布教 30 著者名なし
72 1892 10 15 雑報 宗教病院 30 著者名なし
72 1892 10 15 雑報 印度紀行の注意 30 著者名なし
72 1892 10 15 記事 勝友会 31 著者名なし
72 1892 10 15 記事 教学会 31 著者名なし
72 1892 10 15 記事 広告 31
73 1892 11 15 論説 仏者の医学校を設立すべし 1 著者名なし
73 1892 11 15 講義 宗教学入門第三講(接続) 馬博士 3
73 1892 11 15 紀行 欧州紀行(前々号続) 小泉了諦 8
73 1892 11 15 故事 世諺故事(接続) 18 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 地震談(関谷理学博士) 20 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 地震の原因二種 20 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 今回の地震の原因 20 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 日本の地盤 20 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 日本の地質と地震学 21 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 地震と外物の関係 21 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 地震の速度 21 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 今回の地震の性質 21 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 古来の大地震 21 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 子ープルスの地震 21 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 マニラ地震の電報 22 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 チチ島の悲惨 22 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 チオ島災後の惨況 22 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 カラワカス大震 23 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 人間の弱点 23 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 学者も猶迷信を抱く 23 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 狂夫の一言馬車公園に簇る 24 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 世界の終極 24 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 神霊納受 24 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 地震は災変の兆なり 24 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 印度人の迷信 24 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 地震と鯰 24 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 地震が人心に及す影響 25 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 地震と美術 25 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 地震と文明 25 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 地震と日本人の気質 25 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 大地震年表 26 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 大地震後小地震の続きたる例 27 著者名なし
73 1892 11 15 学芸 安政の地震計度付記 28 著者名なし
73 1892 11 15 雑報 濃尾大地震 28 著者名なし
73 1892 11 15 雑報 天災ある年の柿の核 29 著者名なし
73 1892 11 15 雑報 お断り 29 著者名なし
73 1892 11 15 記事 29 勝友会記事、広告
33 1886 9 5 附録 点取文募集応募の文 1 著者名なし
33 1886 9 5 附録 僧侶今時学問の仕方 加賀　三島湖東 1 73編に収録
33 1886 9 5 附録 僧侶を区分すべし S.S. 3
33 1886 9 5 附録 寺僧に望む 芝一居士 3
33 1886 9 5 附録 鉄舟居士の書 憂楽老人 4
33 1886 9 5 附録 第二の日本語 自由散人 4
33 1886 9 5 附録 坊主頭にシャッポ 頑固生 4
33 1886 9 5 附録 僧侶宜しく小学教師を兼ぬ可し C.M. 4
33 1886 9 5 附録 読信施論有感 杉田神鳥子 4
33 1886 9 5 附録 漁夫 新井要寄送 4
33 1886 9 5 附録 詠蚤示異教者 菊池湛隆 4
33 1886 9 5 附録 西京建仁寺 松山如雲 4
33 1886 9 5 附録 仏教大意一言の問(一) 谷水一郎 4
33 1886 9 5 附録 同上答(一) S.M. 4
33 1886 9 5 附録 漢字の反点起原の問(二) 愛民生 4
74 1892 12 15 論説 仏教者不時の用意 1 著者名なし
74 1892 12 15 講義 宗教学入門第三講(接続) 馬博士 3
74 1892 12 15 紀行 印度楞伽島巡遊紀行

附、歳晩記感、外三首
小泉了諦記 9

74 1892 12 15 考古 法隆寺金堂釈迦仏銅像光背記 (大兄皇子) 17
74 1892 12 15 考古 書写経詔 (元正天皇) 17
74 1892 12 15 考古

清浄
二

寺院詔
一 (聖武天皇) 17

74 1892 12 15 考古 懺悔会作 (菅原道真) 17 菅家文艸
74 1892 12 15 故事 世諺故事(続き) 18 著者名なし
74 1892 12 15 学芸 作文の南針(接続) 倭　佐々木恵雲　編 20
74 1892 12 15 学芸 伊勢音頭の解 21 著者名なし
74 1892 12 15 学芸 国々の言葉(東京と津軽、阿波と土佐、

東京と馬関)
博言老人 22

74 1892 12 15 学芸 人名便覧「ヘトの部」 23 著者名なし
74 1892 12 15 学芸 鳴動の原因 26 雑誌内「鳴動原因(前編、地震談の後に加ふ)」
74 1892 12 15 月報 天災利用 28 著者名なし「
74 1892 12 15 月報 本願寺派末寺共保会 29 著者名なし「
74 1892 12 15 月報 神戸クロニクル 30 著者名なし「
74 1892 12 15 月報 附言 30 著者名なし「
74 1892 12 15 記事 勝友会記事 30 著者名なし「
74 1892 12 15 記事 教学会記事 31 著者名なし「
74 1892 12 15 附録 弘教の方法 C.M.稿 1 教学論集第三十四編附録
75 1893 1 15 論説 海軍講話論続編之一 小泉了諦 1
75 1893 1 15 論説 今日仏教者説法の弊風を論して国家的宗教の感念に及ふ 帝国大学

佐々木勢州
3

75 1893 1 15 講義 宗教学入門第三講(接続) 馬博士 5
75 1893 1 15 雑記 心のうつしえ 13 著者名なし
75 1893 1 15 軍人講話 軍人の徳義(第一回第二回) 16 著者名なし
75 1893 1 15 考古 読誦修行勅 (天武天皇) 19
75 1893 1 15 考古 筑紫観音寺詔 (元明天皇) 19
75 1893 1 15 考古 数寺兼併詔 (元正天皇) 20
75 1893 1 15 考古 吉祥院法華会願文 (菅原道真) 20
75 1893 1 15 考古 栂尾春日社に納玉ひし長歌並に短歌 (後宇陀法皇) 21
75 1893 1 15 考古 遺誡 (行基菩薩) 21
75 1893 1 15 故事 世諺故事(前続) 22 著者名なし
75 1893 1 15 雑報 辰年元旦 24 著者名なし
75 1893 1 15 雑報 勤王家僧侶の贈位 24 著者名なし
75 1893 1 15 雑報 勤王僧侶の光栄 24 著者名なし



75 1893 1 15 雑報 天下無類の法華経 24 著者名なし
75 1893 1 15 雑報 耶蘇宣教師の熱心 24 著者名なし
75 1893 1 15 雑報 プロテスタントの宗派 25 著者名なし
75 1893 1 15 雑報 伝道隊 25 著者名なし
75 1893 1 15 雑報 林樹二十四時間に新聞紙と変ず 25 著者名なし
75 1893 1 15 記事 勝友会記事、教学会記事 25 著者名なし
75 1893 1 15 広告
76 1893 2 15 論説 今日仏教者説法の弊風を論して国家的宗教の感念に及ふ

(前続)
佐々木勢州 1

76 1893 2 15 講義 宗教学入門第四講 馬博士 4
76 1893 2 15 紀行 欧州紀行(七十三編続) 小泉了諦記 10
76 1893 2 15 軍人講話 軍人の徳義(第三回) 14 著者名なし
76 1893 2 15 雑録 師友詩話 前田慧雲 17
76 1893 2 15 故事 世諺故事(第四巻) 18 著者名なし
76 1893 2 15 学芸 作文の南針(続) 佐々木慧雲編 20
76 1893 2 15 学芸 世界に探究の行屈かざる地多し 22 著者名なし
76 1893 2 15 学芸 海底観測台 23 著者名なし
76 1893 2 15 学芸 太陽の斑点は一種の腫物 23 著者名なし
76 1893 2 15 学芸 月世界の新観察新発明 23 著者名なし
76 1893 2 15 難問 破仏家韋林庵の難問(俗難第一) 24 著者名なし
76 1893 2 15 雑報 仏耶交通 26 著者名なし
76 1893 2 15 雑報 世界人民の生死 26 著者名なし
76 1893 2 15 雑報 釈尊霊蹟真図 26 著者名なし
76 1893 2 15 雑報 和歌 27 著者名なし
76 1893 2 15 記事 勝友会　教学会 27 著者名なし
76 1893 2 15 広告 28
77 1893 3 15 論説 海軍講話論続 小泉椰陰稿 1 雑誌内「海軍講話論続編之二」
77 1893 3 15 講義 宗教学入門第四講(前続) 馬博士 3
77 1893 3 15 紀行 印度楞伽島巡遊紀行(第七十四編の続き) 小泉了諦記 7
77 1893 3 15 軍人講話 軍人の徳義(第四回)(第五回) 10 著者名なし
77 1893 3 15 雑録 師友詩話(接続) 前田慧雲 14
77 1893 3 15 故事 世諺故事(承前) 16 著者名なし
77 1893 3 15 考古 東大寺願文 (聖武天皇) 18
77 1893 3 15 考古 令講梵網経勅、一切経跋 (孝謙天皇) 19
77 1893 3 15 考古 七々斎忌勅 (廃帝) 19
77 1893 3 15 考古 念波羅密勅 (光仁天皇) 19
77 1893 3 15 学芸 作文の南針(続) 倭　佐々木恵雲　編 20
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